
JP 2011-519501 A 2011.7.7

(57)【要約】
【課題】ランダム位相マルチアクセスネットワークを通
して通信する方法を提供する。
【解決手段】擬似ノイズコードを使用して拡散され、ラ
ンダムタイミングオフセットによりオフセットされ且つ
ペイロードデータを含む信号が装置から受け取られる。
マルチアクセスネットワークの特性に基づいてペイロー
ドデータに対する行先が選択される。その選択された行
先にペイロードデータが送信される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチアクセス通信ネットワークを通して通信するための方法において、
　第１の装置から第１の信号を受信するステップであって、前記第１の信号は、第１の所
定の擬似ノイズ（ＰＮ）コードを使用して拡散され、前記第１の信号は、第１のランダム
タイミングオフセットを有し、更に、前記第１の信号は、第１のペイロードデータを含む
ものであるステップと、
　前記マルチアクセス通信ネットワークの第１の特性に基づいて前記第１のペイロードデ
ータのための第１の行先を選択するステップと、
　前記第１のペイロードデータを前記選択された第１の行先へ送信するステップと、
を備えた方法。
【請求項２】
　第２の装置から第２の信号を受信するステップであって、前記第２の信号は、第２の所
定のＰＮコードを使用して拡散され、前記第２の信号は、第２のランダムタイミングオフ
セットを有し、更に、前記第２の信号は、第２のペイロードデータを含むものであるステ
ップと、
　前記マルチアクセス通信ネットワークの第２の特性に基づいて前記第２のペイロードデ
ータのための第２の行先を選択するステップと、
を更に備えた請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の行先及び第２の行先が同じであるかどうか決定するステップと、
　前記第１の行先及び第２の行先が同じである場合には前記第２のペイロードデータを前
記第１のペイロードデータと共に前記選択された第１の行先へ送信するステップと、
を更に備えた請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記マルチアクセス通信ネットワークの第１の特性は、装置に指定されたシード値であ
る、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　第１のシード値を含むブロードキャストチャンネルを経て第１の通信信号を受信するス
テップと、
　前記受信された第１の通信信号に基づき第２のシード値を選択するステップと、
を更に備えた請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のシード値に基づき装置に関連付ける要求を通信するステップを更に備えた、
請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記受信した第１の通信信号の電力測定に基づき装置に関連付ける要求を通信するステ
ップを更に備えた、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　関連付けられた装置からの送信を受信するステップを更に備えた、請求項１に記載の方
法。
【請求項９】
　前記受信した送信に基づいてタイミングを決定するステップを更に備えた、請求項８に
記載の方法。
【請求項１０】
　前記受信した送信に基づいて送信電力レベルを決定するステップを更に備えた、請求項
８に記載の方法。
【請求項１１】
　１つ以上の逸したメッセージに基づいて第２の装置に関連付ける要求を通信するステッ
プを更に備えた、請求項５に記載の方法。
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【請求項１２】
　選択された第２のシード値をもつブロードキャストチャンネルを経て第２の通信信号を
送信するステップを更に備えた、請求項５に記載の方法。
【請求項１３】
　隣接する装置がピアとして通信に参加することを許すブロードキャストチャンネルメッ
セージを送信するステップを更に備えた、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第２の所定のＰＮコードは、前記第１の所定のＰＮコードと同じである、請求項２
に記載の方法。
【請求項１５】
　前記受信した通信信号からフレームタイミング又は周波数ドリフトを決定するステップ
を更に備えた、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記マルチアクセス通信ネットワークは、メッシュネットワークを含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項１７】
　前記メッシュネットワークは、ＩＥＥＥ８０２．１１規格セットに基づく、請求項１６
に記載の方法。
【請求項１８】
　マルチアクセス通信ネットワークを通して通信するための装置において、
　第１の装置から第１の信号を受信するように構成された受信器であって、前記第１の信
号は、第１の所定の擬似ノイズ（ＰＮ）コードを使用して拡散され、前記第１の信号は、
第１のランダムタイミングオフセットを有し、更に、前記第１の信号は、第１のペイロー
ドデータを含むものである受信器と、
　送信器と、
　前記受信器及び送信器に電気的に結合されて、前記受信器での第１の信号の受信を指令
し、前記マルチアクセス通信ネットワークの特性に基づいて１つ以上の装置から前記第１
のペイロードデータのための第１の行先を選択し、且つ前記送信器での前記第１の行先へ
の前記第１のペイロードデータの送信を指令するように動作できるコントローラと、
を備えた装置。
【請求項１９】
　前記マルチアクセス通信ネットワークの特性は、装置に指定されたシード値である、請
求項１５に記載の装置。
【請求項２０】
　前記コントローラは、更に、第１のシード値を含む通信ネットワークのブロードキャス
トチャンネルを経て第１の通信信号の受信を指令し、その受信された第１の通信信号に基
づいて第２のシード値を選択し、且つその選択された第２のシード値をもつ通信ネットワ
ークのブロードキャストチャンネルを経て第２の通信信号の送信を指令するように動作で
きる、請求項１５に記載の装置。
【請求項２１】
　通信システムのリソースを保存するための方法において、
　第１の時間にスリープ状態から目覚め状態に入るステップであって、前記第１の時間は
、通信事象より所定の期間だけ前に生じ、更に、前記所定の期間は、アクセスポイントに
対するタイミングオフセットを決定するためのワーストケース決定期間以上のものである
ステップと、
　前記所定の期間中に前記アクセスポイントに対する初期タイミングオフセットを決定す
るステップと、
　前記初期タイミングオフセットが決定されると、前記所定の期間の残り部分中にスリー
プ状態に入るステップと、
　通信事象に対して目覚め状態に入るステップと、
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　前記初期タイミングオフセットに少なくとも一部分基づいて前記アクセスポイントに対
するタイミングオフセットを決定するステップと、
を備えた方法。
【請求項２２】
　前記所定の期間は、前記アクセスポイントに対する周波数オフセットを決定するための
第２のワーストケース決定時間以上でもある、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記所定の期間中に前記アクセスポイントに対する初期周波数オフセットを決定するス
テップを更に備え、前記初期周波数オフセット及び初期タイミングオフセットが決定され
ると、前記所定の期間の残り部分に対しスリープ状態に入る、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記初期周波数オフセットに少なくとも一部分基づいて前記アクセスポイントに対する
周波数オフセットを決定するステップを更に備えた、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記初期タイミングオフセットは、公称タイミング値に少なくとも一部分基づいて決定
される、請求項２１に記載の方法。
【請求項２６】
　前記公称タイミング値は、以前の通信事象の間に決定された以前のタイミングオフセッ
トに基づく、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記初期タイミングオフセットは、受信したプリアンブルの少なくとも一部分に基づい
て決定される、請求項２１に記載の方法。
【請求項２８】
　通信システムで通信するためのタグにおいて、
　受信器と、
　前記受信器に作動的に結合されたプロセッサであって、
　　前記タグが第１の時間にスリープ状態から目覚め状態に入るようにさせ、前記第１の
時間は、通信事象より所定の期間だけ前に発生し、更に、その所定の期間は、アクセスポ
イントのタイミングを決定するためのワーストケース決定期間以上であり、
　　前記所定の期間中に前記アクセスポイントの初期タイミングを決定し、
　　前記初期タイミングが決定されると、前記タグが前記所定の期間の残り部分に対して
スリープ状態に入るようにさせ、
　　通信事象に対して前記タグが目覚め状態に入るようにさせ、
　　通信事象の間に使用するために前記アクセスポイントのタイミングを、前記初期タイ
ミングに少なくとも一部分基づいて決定する、
ように構成されたプロセッサと、
を備えたタグ。
【請求項２９】
　前記受信器は、前記初期タイミングの決定に使用するために前記アクセスポイントから
プリアンブルを受け取るように構成される、請求項２８に記載のタグ。
【請求項３０】
　前記通信事象は、受信事象を含む、請求項２８に記載のタグ。
【請求項３１】
　スロットの始めに通信事象に対して前記目覚め状態に入る、請求項２８に記載のタグ。
【請求項３２】
　前記プロセッサは、更に、
　前記初期タイミングを決定するための初期サーチを行い、
　前記初期サーチが前記初期タイミングを識別しない場合に、前記初期タイミングを識別
するための拡張サーチを行う、
ように構成された請求項２８に記載のタグ。
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【請求項３３】
　前記初期サーチは、公称タイミング値を中心とする、請求項３２に記載のタグ。
【請求項３４】
　前記公称タイミング値は、以前の通信事象からのタイミング情報に少なくとも一部分基
づく、請求項３３に記載のタグ。
【請求項３５】
　プロセッサにより実行されたときに、タグが、
　第１の時間にスリープ状態から目覚め状態に入り、前記第１の時間は、通信事象より所
定の期間だけ前に生じ、更に、前記所定の期間は、アクセスポイントに対するタイミング
オフセットを決定するためのワーストケース決定期間以上のものであり、
　前記所定の期間中にアクセスポイントに対する初期タイミングオフセットを決定し、
　前記初期タイミングオフセットが決定されると、前記所定の期間の残り部分中にスリー
プ状態に入り、
　通信事象に対して目覚め状態に入り、
　前記通信事象の間に使用するための前記アクセスポイントに対するタイミングオフセッ
トを前記初期タイミングオフセットに少なくとも一部分基づいて決定する、
ようにさせるコンピュータ読み取り可能なインストラクションが記憶されたコンピュータ
読み取り可能な媒体。
【請求項３６】
　前記ワーストケース決定期間は、前記タグのワーストケースドリフトに少なくとも一部
分基づく、請求項３５に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項３７】
　前記所定の期間は、アクセスポイントに対する周波数オフセットを決定するために第２
のワーストケース決定時間以上でもある、請求項３５に記載のコンピュータ読み取り可能
な媒体。
【請求項３８】
　前記コンピュータ読み取り可能なインストラクションは、更に、前記タグが、前記所定
の期間中にアクセスポイントに対する初期周波数オフセットを決定するようにさせ、前記
初期周波数オフセット及び初期タイミングオフセットが決定されると、前記所定の期間の
残り部分に対してスリープ状態に入る、請求項３７に記載のコンピュータ読み取り可能な
媒体。
【請求項３９】
　前記コンピュータ読み取り可能なインストラクションは、更に、前記タグが、前記初期
周波数オフセットに少なくとも一部分基づいてアクセスポイントに対する周波数オフセッ
トを決定するようにさせる、請求項３５に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項４０】
　前記コンピュータ読み取り可能なインストラクションは、更に、前記タグが、
　初期タイミングオフセットを決定するために初期サーチを行い、
　前記初期サーチが初期タイミングオフセットを識別しない場合には、初期タイミングオ
フセットを識別するために拡張サーチを行う、
ようにさせる請求項３５に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項４１】
　通信ネットワーク内の通信装置の位置を決定する方法において、
　第１の時間にレンジング要求信号を送信するステップであって、前記レンジング要求信
号は、第１の所定の擬似ノイズ（ＰＮ）コードを使用して拡散され、更に、前記レンジン
グ要求信号は、第１のランダムタイミングオフセットを有するものであるステップと、
　第２の時間にレンジング応答信号を受信するステップであって、前記レンジング応答信
号は、第２の所定の擬似ノイズ（ＰＮ）コードを使用して拡散され、更に、前記レンジン
グ応答信号は、第２のランダムタイミングオフセットを有するものであるステップと、
　前記第１の時間及び第２の時間に基づいて伝播遅延を計算するステップと、
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を備えた方法。
【請求項４２】
　前記レンジング応答信号は、更に、前記第２の時間の前になされる送信にランダム遅延
の通知を含み、
　前記伝播遅延は、前記第１の時間、第２の時間、及び受け取られたランダム遅延に基づ
いて計算される、請求項４１に記載の方法。
【請求項４３】
　前記レンジング応答信号は、更に、前記第２の時間の前になされる送信に擬似ランダム
遅延の通知を含み、
　前記伝播遅延は、前記第１の時間、第２の時間、及び受け取られた擬似ランダム遅延に
基づいて計算される、請求項４１に記載の方法。
【請求項４４】
　前記レンジング要求信号は、前記第１の時間に送信され、その送信は、所定値だけ遅延
され、
　前記伝播遅延は、前記第１の時間、第２の時間及び所定値に基づいて計算される、請求
項４１に記載の方法。
【請求項４５】
　前記レンジング要求信号は、前記第１の時間に送信され、その送信は、ランダム値だけ
遅延され、
　前記伝播遅延は、前記第１の時間、第２の時間及びランダム値に基づいて計算される、
請求項４１に記載の方法。
【請求項４６】
　前記レンジング要求信号は、受信装置のスロットに対応する所定の時間インターバルで
のみ送信される、請求項４５に記載の方法。
【請求項４７】
　前記伝播遅延の計算は、リモート装置で行われる、請求項４１に記載の方法。
【請求項４８】
　前記レンジング要求信号は、受信装置のスロットに対応する所定の時間インターバルで
のみ送信される、請求項４１に記載の方法。
【請求項４９】
　前記第２の所定の擬似ノイズ（ＰＮ）コードは、前記第１の所定の擬似ノイズ（ＰＮ）
コードと同じである、請求項４１に記載の方法。
【請求項５０】
　通信ネットワーク内の通信装置の位置を決定する方法において、
　第１の時間にレンジング要求信号を受信するステップであって、前記レンジング要求信
号は、所定の擬似ノイズ（ＰＮ）コードを使用して拡散され、更に、前記レンジング要求
信号は、ランダムタイミングオフセットを有するものであるステップと、
　第２の時間にレンジング応答信号を送信するステップであって、前記レンジング応答信
号は、第２の所定の擬似ノイズ（ＰＮ）コードを使用して拡散され、更に、前記レンジン
グ応答信号は、第２のランダムタイミングオフセットを有するものであるステップと、
を備えた方法。
【請求項５１】
　前記レンジング応答信号の送信は、ランダム遅延だけ遅延され、その送信は、ランダム
遅延の通知を含む、請求項５０に記載の方法。
【請求項５２】
　前記第２の所定の擬似ノイズ（ＰＮ）コードは、前記第１の所定の擬似ノイズ（ＰＮ）
ノードと同じである、請求項５０に記載の方法。
【請求項５３】
　通信装置の位置を決定する装置において、
　第１の時間にレンジング要求信号を送信するように構成された送信器であって、前記レ
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ンジング要求信号は、第１の所定の擬似ノイズ（ＰＮ）コードを使用して拡散され、更に
、前記レンジング要求信号は、第１のランダムタイミングオフセットを有するものである
送信器と、
　第２の時間にレンジング応答信号を受信するように構成された受信器であって、前記レ
ンジング応答信号は、第２の所定の擬似ノイズ（ＰＮ）コードを使用して拡散され、更に
、前記レンジング応答信号は、第２のランダムタイミングオフセットを有するものである
受信器と、
　前記送信器及び受信器に結合され、前記レンジング要求信号の送信をトリガーし、前記
レンジング応答信号の受信を待機し、且つ前記第１の時間及び第２の時間に基づいて伝播
遅延を計算するように動作できるコントローラと、
を備えた装置。
【請求項５４】
　前記レンジング応答信号は、更に、前記第２の時間になされる送信にランダム遅延の通
知を含み、
　前記伝播遅延は、前記第１の時間、第２の時間、及びランダム遅延に基づいて計算され
る、請求項５３に記載の装置。
【請求項５５】
　前記レンジング応答信号は、更に、前記第２の時間になされる送信に擬似ランダム遅延
の通知を含み、
　前記伝播遅延は、前記第１の時間、第２の時間、及び擬似ランダム遅延に基づいて計算
される、請求項５３に記載の装置。
【請求項５６】
　前記レンジング要求信号は、前記第１の時間に送信され、その送信は、所定値だけ遅延
され、
　前記伝播遅延は、前記第１の時間、第２の時間及び所定値に基づいて計算される、請求
項５３に記載の装置。
【請求項５７】
　前記レンジング要求信号は、前記第１の時間に送信され、その送信は、ランダム値だけ
遅延され、
　前記伝播遅延は、前記第１の時間、第２の時間及びランダム値に基づいて計算される、
請求項５３に記載の装置。
【請求項５８】
　前記伝播遅延の計算は、リモート装置で行われる、請求項５３に記載の装置。
【請求項５９】
　前記レンジング要求信号は、受信装置のスロットに対応する所定の時間インターバルで
のみ送信される、請求項５３に記載の装置。
【請求項６０】
　前記第２の所定の擬似ノイズ（ＰＮ）コードは、前記第１の所定の擬似ノイズ（ＰＮ）
コードと同じである、請求項５３に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信分野に係り、より詳細には、メッシュネットワークを伴うランダム位相
マルチアクセス通信インターフェイスシステム及び方法に係る。
【背景技術】
【０００２】
　複数のユーザが存在するネットワークにおいて通信を容易にするために多数の変調技術
が開発されている。このような技術は、コード分割マルチアクセス（ＣＤＭＡ）、時分割
マルチアクセス（ＴＤＭＡ）、及び周波数分割マルチアクセス（ＦＤＭＡ）を含む。ＣＤ
ＭＡは、到来するデータを変調するための擬似ランダム数シーケンス、同じ信号において
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送信を行う複数の送信器、及び異なる通信チャンネルを相関させる直交コード（ウォルシ
ュコード）を使用するスプレッド（拡散）スペクトル技術である。ＴＤＭＡは、同じサブ
スロットで送信する複数のアップリンク送信器を整合するためにタイムスロットを使用す
るものである。ユーザは、各々自分自身のタイムスロットを使用して、迅速に連続的に順
次送信を行い、利用可能な全帯域巾の一部分しか使用せずに、複数のステーションが同じ
送信媒体（例えば、高周波チャンネル）を共有できるようにする。ＦＤＭＡは、異なるユ
ーザに無線スペクトルの異なるキャリア周波数を割り当てる。
【０００３】
　変調技術に加えて、２つの装置がデータチャンネルを同時に使用するよう試みたときに
（衝突と称する）、ネットワーク装置がどのように応答するか決定するためのプロコルが
存在する。参加するステーションにおいてライン上のトラフィックを物理的に監視するた
めに、ＣＳＭＡ／ＣＤ（キャリアセンスマルチアクセス／衝突検出）がイーサネットネッ
トワークによって使用される。送信が行われていないときに、特定のステーションが送信
を行うことができる。２つのステーションが同時に送信を試みる場合には、衝突を引き起
こし、参加する全てのステーションによってそれが検出される。ランダムな時間インター
バルの後に、衝突を生じたステーションが再び送信を試みる。別の衝突が生じた場合には
、ランダムな待機時間が選択されるところの時間インターバルが段々に増加される。これ
は、指数関数的バックオフとして知られている。
【０００４】
　通信目的で装置を一緒にネットワーク化するために多数のトポロジーが存在する。最近
使用されている幾つかの通常のものは、ポイント対ポイント通信、スターパターン、及び
リングである。ポイント対ポイントネットワークは、単一のリンクに沿った２つのノード
間の通信しか含まない最も簡単なものである。スターパターンは、多数のポイント対ポイ
ント接続をゲートウェイノードに追加することによりこれを拡張する。いずれのノードも
ゲートウェイノードを通して他のノードに通信することができる。スターパターンは、ゲ
ートウェイノードとの問題があるときにそれを克服する。リングパターンは、全てのノー
ドを１つのリンクで各隣接ノードへ円形路において一緒にリンクする。データは、ソース
ノードから全ての隣接ノードを経て行先ノードへ伝送される。リングパターンは、単一の
欠陥ポイントにより他の全てのノードへの通信が切断されないという効果がある。しかし
ながら、複数の欠陥ポイントがあると、リンクは切断される。メッシュパターンは、切断
されたリンクの周りの再構成及びネットワークの動的な構成を行えるようにする。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　既存のメッシュパターンネットワークシステム及び方法は、それらを使用する通信シス
テムの能力及び機能を制限する多数の欠点がある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　規範的な実施形態は、ランダム位相マルチアクセス通信インターフェイスを使用する。
このインターフェイスは、直交コードを使用せずにスプレッドスペクトル変調方法を使用
するシステム及び装置に通信接続することができる。
【０００７】
　規範的なランダム位相マルチアクセス通信インターフェイスは、スプレッドスペクトル
変調方法を使用するシステム及び装置を通信接続する。チップ（又はタイミング）オフセ
ットをマルチアクセススキームとしてランダムに選択することで、独特の「コード」を指
定する必要なく非整合のデータ送信を行うことができる。全てのユーザは、同じＰＮ（擬
似ノイズ）コードを使用して送信を行い、アクセスポイントにおけるＰＮアレイデスプレ
ッダーを使用することができる。２つの信号が、同じＰＮオフセットでアクセスポイント
に受け取られる（又はチップ数での送信遅延を伴うＰＮオフセットの和が、２つ以上の送
信に対して同じ値を生じる）場合には、「衝突」が生じ、これら２つ以上の信号を復調す
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ることはできない。そのたびにタイミングオフセットをランダム化することは、発生する
「衝突」がそのフレーム中にしか生じないことを意味する。再送信スキーム及び新規なラ
ンダム化オフセットを使用して、次の試みを切り抜ける。
【０００８】
　規範的な実施形態は、タグ（アップリンク）における送信器と、タグからアクセスポイ
ントへ信号を送信する方法とを包含する。各タグは、フレームの形態で情報を送信するそ
れ自身の送信器を備えている。フレームは、固定データレートのチャンネルに与えられる
情報から形成することができる。データは、同じ擬似ノイズ（ＰＮ）コードを、このＰＮ
コードに対するランダムに選択されたチップオフセットと共に使用して、拡散することが
できる。又、送信器は、アクセスポイントの基準発振器に一致させるために、周波数ロー
テーション及びサンプルブロック修正も適用する。複数のタグが単一のアクセスポイント
に関連されて、ネットワークを形成する。複数のタグの各々は、同じＰＮコードを、この
ＰＮコードに対するランダムに選択されたチップオフセットと共に使用して、情報を送信
する。位相は、多数のチップ（即ち、８１９２）にわたりフレームごとにランダムに選択
される。
【０００９】
　別の規範的実施形態は、アクセスポイント（ダウンリンク）における送信器と、アクセ
スポイントからタグへ信号を送信する方法とを包含する。アクセスポイントの送信器は、
タグの送信器と同様である。しかしながら、アクセスポイントの送信器は、それが通信す
るタグごとに独特のＰＮコードを使用する。タグごとに個別のＰＮコードを使用すること
で、セキュリティが与えられると共に、各タグは、他のタグに向けられる信号を無視する
ことができる。アクセスポイントにより送信されるフレームは、タグにおいて迅速な取得
を行えるように、ほぼ９個の記号のプリアンブルも含む。
【００１０】
　別の規範的な実施形態は、タグにおける復調器と、タグにより受け取られた信号を復調
するための方法とを包含する。タグに受け取られた信号に、自動周波数制御（ＡＦＣ）デ
ローテーター乗算が適用される。ＡＦＣデローテーター乗算は、１ビット複素数出力との
１ビット複素数演算であり、ゲートカウントが改善される。タグは、１ビットデータ経路
における多大な計算節約という効果のあるＰＮアレイデスプレッダーを使用する。
【００１１】
　別の規範的な実施形態は、アクセスポイントにおける復調器と、アクセスポイントに受
け取られた信号を復調する方法とを包含する。アクセスポイントの復調器は、タグから受
け取られた数千以上のリンクを同時に復調する容量を有する。このような多数のリンクを
復調するために、アクセスポイントの復調器は、ＰＮアレイデスプレッダーを含む。
【００１２】
　別の規範的な実施形態は、アクセスポイントのマスタータイミングでタグを同期させる
ことを含む。アクセスポイントは、ブロードキャストフレームを周期的に送信することが
できる。「コールド(cold)」タイミング取得中に、タグは、そのＰＮデスプレッダーを使
用して、ブロードキャストフレームを分析し、アクセスポイントのマスタータイミングを
識別する。コールドタイミング取得は、タグがシステムへ最初に導入されるときに一度行
うことが予想される。最初のコールド取得の後に、タグは、タグがウェイクアップするた
びに「ウォーム(warm)」タイミング取得を遂行して、信号を送信又は受信することができ
る。ウォームタイミング取得は、コールドタイミング取得より電力を使用しない。
【００１３】
　少なくとも１つの規範的実施形態では、各タグは、ＰＮコードを別々に発生する。ゴー
ルドコードは、各ユーザがそれ自身で有するようにパラメータ化できるＰＮコードの例で
ある。従って、特定のユーザに向けられたデータは、そのユーザにしか見えない。独特の
ＰＮコードを使用すると、タグは、それ自身のものでないデータを処理しない。
【００１４】
　マルチアクセス通信インターフェイスを通して通信するための規範的な方法は、第１の
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タグから第１の信号を受け取ることを含み、第１の信号は、所定の擬似ノイズ（ＰＮ）コ
ードを使用して拡散され、更に、第１の信号は、第１のペイロードデータを含む。第２の
タグから第２の信号が受け取られる。第２の信号は、所定のＰＮコードを使用して拡散さ
れ、第２の信号は、第２のペイロードデータを含む。第１の信号からの第１のペイロード
データは、ＰＮアレイデスプレッダーで少なくとも部分的に識別される。又、第２の信号
からの第２のペイロードデータも、ＰＮアレイデスプレッダーで少なくとも部分的に識別
される。
【００１５】
　マルチアクセス通信インターフェイスを通して通信するための規範的システムは、第１
のタグと、第２のタグと、アクセスポイントとを備えている。第１のタグは、第１の信号
において第１のペイロードデータを送信するように構成された第１の送信器を有し、第１
の信号は、所定の擬似ノイズ（ＰＮ）コードを使用して拡散される。第２のタグは、第２
の信号において第２のペイロードデータを送信するように構成された第２の送信器を有し
、第２の信号は、所定のＰＮコードを使用して拡散される。アクセスポイントは、第１の
タグ及び第２のタグと通信し、受信器及びデスプレッド（逆拡散）アレイを含む。受信器
は、第１の信号及び第２の信号を受信するように構成される。デスプレッドアレイは、第
１の信号及び第２の信号を逆拡散するように構成される。
【００１６】
　マルチアクセス通信システムに使用するための規範的なアクセスポイントは、プロセッ
サと、プロセッサと通信する受信器と、プロセッサと通信する送信器とを備えている。受
信器は、第１のタグから第１の信号を受信するように構成され、第１の信号は、第１のペ
イロードデータを含み、更に、第１の信号は、所定の擬似ノイズ（ＰＮ）コードを使用し
て拡散される。又、受信器は、第２のタグから第２の信号を受信するようにも構成され、
第２の信号は、第２のペイロードデータを含み、更に、第２の信号は、所定のＰＮコード
を使用して拡散される。送信器は、第１のタグへ第３の信号を送信するように構成され、
第３の信号は、第２のＰＮコードで拡散され、更に、第２のＰＮコードは、第１のタグに
特有のものである。
【００１７】
　規範的なメッシュネットワーク実施形態は、マイクロリピーター又はアクセスポイント
をルーターとして使用して、外部装置から受け取った信号を向ける。この実施形態では、
信号が装置から受信され、信号は、ランダムタイミングオフセットによりオフセットされ
たＰＮコードを使用して拡散される。信号は、ペイロードデータを含む。ペイロードデー
タの行先は、マルチアクセス通信ネットワークの特性に基づいて選択される。一実施形態
では、マルチアクセス通信ネットワークの特性は、ネットワークの初期化手順の間に選択
されたシード値である。行先が選択されると、ペイロードデータが行先へ送信される。
【００１８】
　別の規範的実施形態は、マルチアクセス通信ネットワークを通して通信するように設計
された装置にある。この装置は、３つの主たるコンポーネント、即ち受信器、送信器、及
びコントローラを有する。この実施形態において、受信器は、別の装置から信号を受信す
るように構成される。受信した信号は、ランダムタイミングオフセットによりオフセット
されたＰＮコードを使用して拡散される。この信号は、ペイロードデータを含む。コント
ローラは、受信器及び送信器に電気的に結合される。コントローラは、信号の受信を指令
し、ペイロードデータの行先を、マルチアクセス通信ネットワークの特性に基づいて選択
する。一実施形態では、マルチアクセス通信ネットワークの特性は、ネットワークの初期
化手順の間に選択されたシード値である。送信器は、ペイロードデータを選択された行先
へ送信するのに使用される。
【００１９】
　これら及び他の特徴、態様及び効果は、以下の説明、特許請求の範囲、及び添付図面か
ら明らかとなるであろう。
【図面の簡単な説明】
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【００２０】
【図１】規範的実施形態によるアップリンク送信器を示す図である。
【図２】規範的実施形態によるダウンリンク送信器を示す図である。
【図３】規範的実施形態によるスロット構造及び指定を示す図である。
【図４】規範的実施形態におけるＰＮ（擬似ノイズ）デスプレッドアレイを示す図である
。
【図５】規範的実施形態においてコールドスタートからのブロードキャストチャンネルの
タグ処理で行われるオペレーションを示すフローチャートである。
【図６】規範的実施形態においてウォームスタートからの専用チャンネルのタグ処理で行
われるオペレーションを示すフローチャートである。
【図７】規範的実施形態におけるタグ受信データ路を示す図である。
【図８】規範的実施形態における時間追跡を示す図である。
【図９】規範的実施形態におけるＡＦＣ（自動周波数制御）ローテーションを示す図であ
る。
【図１０】規範的実施形態における専用通信フィンガーを示す図である。
【図１１】規範的実施形態においてアクセスポイント受信処理中に行われるオペレーショ
ンを示すフローチャートである。
【図１２】規範的実施形態におけるアクセスポイント受信データ路を示す図である。
【図１３】規範的実施形態における非同期初期タグ送信オペレーションを示す図である。
【図１４】規範的実施形態によるスロットモードにおいてアクセスポイントとタグとの間
の対話を示す図である。
【図１５】規範的実施形態によるアクセスポイントとタグとの間のデータ転送を示す図で
ある。
【図１６】ＲＰＭＡ装置で形成されたメッシュネットワークを示す図である。
【図１７】ＲＰＭＡ装置で形成されたメッシュネットワークにマイクロリピーターを関連
付けるところを示す図である。
【図１８】規範的実施形態による取得プロセス中に行われるオペレーションを示すフロー
図及び時間線である。
【図１９】規範的実施形態によるランダム位相マルチアクセスネットワークにおいてタグ
を探索する図である。
【図２０】規範的実施形態によりタグの位置を決定するのに使用される通信信号のタイミ
ングを示す図である。
【図２１】規範的実施形態による大容量システムにおける信号タイミングを示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、添付図面を参照して代表的な実施形態を説明する。以下の説明は、代表的な実施
形態を説明するもので、特許請求の範囲に規定される本発明を限定するものではないこと
を理解されたい。
【００２２】
　図１は、コンボリューションエンコーダ、インターリーブモジュール、変調器、擬似ノ
イズスプレッダー、フィルター、タップのバンク、自動周波数制御（ＡＦＣ）ローテータ
ー、等の構造物を含むアップリンク送信器１０を示す。これら構造物は、ブロック１２、
１４、１６、１８、２０及び２２に示すオペレーションを遂行する。アップリンク送信器
１０の送信路は、コード化され拡散されたスペクトル波形である。規範的な実施形態にお
いて、アップリンク送信器１０は、復調された通信チャンネルを使用して他のタグと共に
アクセスポイントと通信するタグに含ませることができる。特定の実施形態に基づいて、
アップリンク送信器１０により、付加的なオペレーション、より少数のオペレーション、
又は異なるオペレーションを遂行することができる。又、これらオペレーションは、ここ
に図示して説明するものとは異なる順序で遂行されてもよい。ここに使用する「タグ」と
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は、アクセスポイントから信号を受信し及び／又はアクセスポイントへ信号を送信するよ
うに構成された通信装置を指す。又、「アクセスポイント」は、複数のタグと同時に通信
するように構成された通信装置を指す。１つの規範的実施形態において、タグは、バッテ
リ又は他の蓄電装置で動作する移動低電力装置であり、アクセスポイントは、中央位置に
配置されて、壁コンセント又は発電機のような電源から電力を受電することができる。或
いは又、タグをコンセントに差し込み、及び／又はアクセスポイントをバッテリ又は他の
蓄電電源で動作してもよい。
【００２３】
　ブロック１２において、データ流は、コンボリューションエンコーダ及びインターリー
ブモジュールによって受信される。一実施形態では、データ流は、プリアンブルを含めて
１２８ビットである。或いは又、他のサイズのデータ流が使用されてもよい。データ流は
、それが受け取られると、コンボリューションエンコーダを使用してエンコードされる。
１つの規範的な実施形態では、データ流は、１／２のレートでエンコードされる。或いは
又、他のレートが使用されてもよい。又、データレートは、インターリーブモジュールを
使用してインターリーブすることもできる。エンコードされた記号流は、ブロック１４へ
出力され、差動バイナリー位相シフトキーイング（Ｄ－ＢＰＳＫ）変調器を使用して、そ
のエンコードされた記号流を変調する。別の実施形態では、他の変調スキームが使用され
てもよい。ブロック１６において、変調された流れがＰＮスプレッダーに送られる。規範
的実施形態では、ＰＮスプレッダーは、選択された拡散ファクタを使用する共通ネットワ
ークゴールドコードチャンネルを使用することができる。拡散ファクタは、セット｛６４
、１２８、２５６、・・・８１９２｝のメンバーである。或いは又、他のコード及び／又
は拡散ファクタが使用されてもよい。所与の拡散ファクタにおけるタグの各々は、ランダ
ムに選択されたチップオフセットを伴う同じＰＮコードにより拡散される。考えられるラ
ンダムに選択されたチップオフセットの大きな範囲は、特定のフレームが別の送信器から
の別のフレームと衝突する（又は換言すればアクセスポイントにおいて同じチップタイミ
ングを有する）ことのない確率を高める。容量に近づく限界で衝突する確率は、無視でき
ないものとなり（～１０％以下）、異なる仕方で示されたランダムオフセットにおける同
じフレームの再送信を経て解消することができる。ＰＮスプレッダーは、図４を参照して
以下に詳細に述べる。１つの規範的実施形態では、ブロック１８の出力は、１メガチップ
／秒（Ｍｃｐｓ）において１ビットのレートを有する。或いは又、他のレートが使用され
てもよい。
【００２４】
　ブロック１８において、データ流は、４ｘオーバーサンプルフィルターによってアップ
サンプルされ、時間追跡ロジックを使用して、全てのフレームがＡＰの周波数基準と一貫
した同じサンプルレートで到着するように保証する。ブロック１８は、サンプルスリップ
／リピートインジケータを入力として受け取る。一実施形態では、ブロック１８の出力は
、約４メガヘルツ（ＭＨｚ）の実周波数を有する。ブロック２０において、周波数オフセ
ットを含めて自動周波数制御（ＡＦＣ）ローテーションが行われて、アクセスポイントの
タイミングオフセットに一致させ、全てのユーザからの全てのフレームが同じ仮説周波数
付近で到着するように保証する。一実施形態では、ブロック２０の出力は、約４ＭＨｚの
複素数周波数を有する。ブロック２２において、スタートスロットから、正しいアクセス
スロットが生じるまで、遅延が課せられる。更に、ランダムチップ遅延が信号に課せられ
る。１つの規範的実施形態では、ランダムチップ遅延は、０から拡散ファクタ－１までで
ある。或いは又、異なるランダムチップ遅延が使用されてもよい。スロットアクセスは、
Ａ（ｉ、ｊ）によって記述することができ、ｉは、２＾（１３－ｉ）として拡散ファクタ
に関係付けられ、そしてｊは、非オーバーラップスロットに対応するサブスロット番号で
ある。選択された拡散ファクタに基づいて、所与のスロットには一般的に複数の送信機会
がある。アップリンクの場合、アクセススロットは、０から拡散ファクタ－１までのチッ
プオフセットと共にランダムに選択することができる。従って、アップリンクユーザ間の
衝突の確率が最小にされる一方、衝突がある場合に再選択できるようにする。信号が遅延
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された後に、信号は、アクセスポイントへ送信することができる。
【００２５】
　図２は、コンボリューションエンコーダ、インターリーブモジュール、変調器、擬似ノ
イズスプレッダー、フィルター、タップのバンク、等の構造物を含むダウンリンク送信器
３０を示す。送信器３０を使用して、アクセスポイント（ＡＰ）は、特定のタグ又はユー
ザに各々向けられた複数のチャンネルを送信する。これらの構造物は、ブロック３２から
５４に示すオペレーションを遂行する。ブロック３２から４０及びブロック４２から５０
は、付加的なデータ流のために複製できる個別のデータ経路を表す。規範的な実施形態で
は、ブロック３２－３８は、第１のデータ流について図１を参照して説明したオペレーシ
ョンと同様のオペレーションを遂行することができる。同様に、ブロック４２－４８は、
ｎを任意の値とすれば、ｎ番目のデータ流について図１を参照して説明したオペレーショ
ンと同様のオペレーションを遂行することができる。ブロック３６への入力は、第１のデ
ータ流を受信するタグに特有のゴールドコードであり、そしてブロック４６への入力は、
ｎ番目のデータ流を受信するタグに特有のゴールドコードである。或いは又、ブロードキ
ャストゴールドコード、非ゴールドコード、等の他のコードを使用して、第１のデータ流
及び／又はｎ番目のデータ流を拡散してもよい。ブロック３８及び／又はブロック４８の
出力は、第１のデータ流及びｎ番目のデータ流に対応するデータリンクの電力が等しくな
い場合には、ブロック４０及び５０において重み付けすることができる。重み付けされる
と、それらの経路は、ブロック５２において加算される。ブロック５２では、ハード判断
もなされ、全ての正の数が０へマップされ、全ての負の数が１へマップされる。或いは又
、異なるハード判断がなされてもよい。一実施形態では、ブロック５２の出力は、１０Ｍ
ｃｐｓにおいて１ビットのレートを有する。或いは又、他のレートが使用されてもよい。
ブロック５２からの和の出力は、ブロック５４において４ｘチップフィルターを使用して
アップサンプルされる。一実施形態では、ブロック５４の出力は、４０ＭＨｚの実周波数
をもつことができる。或いは又、他の周波数が使用されてもよい。２０４８の最大ダウン
リンク拡散ファクタにおけるブロードキャストフレームの単一セットである隣接周波数で
の送信は図示されていない。或いは又、異なる最大ダウンリンク拡散ファクタが使用され
てもよい。
【００２６】
　図３は、スロット構造及び指定を示す。少なくとも１つの実施形態では、データ流７０
は、スロット７２、スロット７４及びスロット７６を含む。スロット７２は、ＡＰ対タグ
通信であり、スロット７４は、タグ対ＡＰ通信であり、そしてスロット７６は、ＡＰ対タ
グ通信である。規範的実施形態では、各スロットは、巾が２．１秒である。或いは又、他
の巾が使用されてもよく、及び／又は異なるスロットが異なる巾を有してもよい。データ
流７０は、いかなる所与の時間にも、ＡＰが送信し且つタグが受信するか、或いはタグが
送信し且つＡＰが受信するように、半デュープレックス通信スキームで実施することがで
きる。別の実施形態では、他の通信スキームが使用されてもよい。図３に示すように、デ
ータチャンネル８０は、スロット７２におけるデータの処理利得オプションを示す。デー
タリンクが特定の利得でクローズする場合には、タグは、対応する利得でスロットの巾の
間に（ＡＰ対タグモードで）受信する準備ができるだけでよい。送信モードでは、スロッ
トの選択がタグからアクセスポイントへの送信を支配し、タグが電力消費送信モードにお
いてそのオン時間を最短にできるようにする。例えば、１８ｄＢの利得は、１．６ｍｓの
スロット（Ａ7,0）しか必要としない。データチャンネル８２は、スロット７４における
データの処理利得オプションを示す。明らかなように、タグにより使用される電力は、各
データリンクが同じ電力でＡＰに到着するように選択することができる。
【００２７】
　ＡＰ側での多数の同時波形の処理とタグ側での比較的少ない波形の処理との間には対称
性がある。ＡＰ側では、自動周波数制御（ＡＦＣ）、時間追跡ドリフト及びフレームタイ
ミングが知られている。というのは、ＡＰがこれらパラメータのマスターだからである。
しかしながら、ＡＦＣ、時間追跡ドリフト及びフレームタイミングは、タグ側での取得時
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に決定されてもよい。ＰＮアレイデスプレッダーは、両方に関連したブルートフォースオ
ペレーションを遂行し、これは、取得仮説／復調を調査するための効率的な実施である。
その別の観点は、この大きな電力消費回路が（アクティブなときに）、ＡＰにおける連続
動作を通して（ＡＰは壁に差し込めるのでこれが問題となってはならない）、滅多に起き
ないタグでの「コールド」取得中にしか動作しないことである。コールド取得及びウォー
ム取得については、各々、図５及び６を参照して詳細に説明する。
【００２８】
　図４は、タグにおける単一波形の取得と、ＡＰにおける複数波形のブルートフォース復
調との両方を容易にするＰＮ（擬似ノイズ）デスプレッドアレイを示す。規範的実施形態
では、ＰＮデスプレッドアレイは、多数のチップスペースタイミング仮説の１ビットドッ
ト積を同時に遂行することができる。
【００２９】
　ＰＮデスプレッドコアエレメントは、入力が０であるか１であるかに依存するクロック
のたびにインクリメントされるか又はされない単純なカウンタである。複素数データ経路
であるために、１つはＩ（同相）のためのそして１つはＱ（直角位相）のための２つのカ
ウンタがある。複素数指数関数による乗算は、一般的に、複素数指数関数テーブルに結合
された４つの若干大きなスカラー乗算器のセットである（４ｘ１０００ゲートが典型的）
。対照的に、１ビットの複素数乗算器は、基本的に、簡単な真理値表、例えば、以下に示
すテーブルであり、ここでは、負が反転（０→１及び１→０）を表す。
【表１】

【００３０】
　図４は、ＰＮデスプレッドアレイ１００を示す。複素数デスプレッドオペレーションの
ためにカウンタの対の多数のインスタンス生成（例えば、一実施形態では、２５６以上）
がある。ＰＮデスプレッドアレイ１００は、ＰＮデスプレッドエレメント１０２、１０４
及び１０６の隣接インスタンス生成が、１チップ離れたタイミング仮説上で作用するよう
にして、チップレートで供給することができる。１ビットの複素数データは、ブロック１
１４からエレメント１０２、１０４及び１０６へ送信され、ここで、ＰＮジェネレータ１
１０からのＰＮ信号と合成される。ＰＮ信号ジェネレータ１１０は、ＡＰがデータを拡散
するのと同じ０及び１のシーケンスを出力するハードウェアである。エレメント１０２の
場合には、デローテートされたデータが、合成器１２２ａにおいてＰＮ信号と合成される
（より詳細には、１ビット複素数乗算される）。この合成の実数部分及び虚数部分は、カ
ウンタ１１８ａ及び１２０ａに個別に入力される。これらカウンタ１１８ａ及び１２０ａ
は、リセット信号１１２を受信すると、ビット流をシフトアウトする。より詳細には、カ
ウンタのデータは、リセット信号の直前に有効となる。リセット信号は、両カウンタを強
制的に０にする。マルチプレクサ１０８は、その特定のクロックにおいてデスプレッドオ
ペレーションを独特に終了したフィンガーに対する現在有効なカウンタを出力できるよう
にする。ＰＮデスプレッドアレイ１００の他のエレメントは、同様に動作する。エレメン
ト１０４は、ブロック１１４からのデローテートされたデータを受け取り、そしてエレメ
ント１０２における遅延ブロック１１６ａにより遅延が課せられた後にそれをＰＮ信号と
合成する。その合成物がカウンタ１１８ｂ及び１２０ｂへ入力され、遅延ブロック１２４
ａから遅延が課せられた状態でリセット信号１１２からの信号でカウンタがシフトアウト
される。同様に、エレメント１０６は、ブロック１１４からデローテートされたデータを
受け取り、そしてエレメント１０４における遅延ブロック１１６ｂにより遅延が課せられ
た後にそれをＰＮ信号と合成する。その合成物がカウンタ１１８ｃ及び１２０ｃへ入力さ
れ、遅延ブロック１２４ｂから遅延が課せられた状態でリセット信号１１２からの信号で
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カウンタがシフトアウトされる。
【００３１】
　拡散ファクタに対応する数のクロックの後に、ＰＮデスプレッドエレメント１０２は、
マルチプレクサ１０８により出力するために選択された有効データを有する。その後の各
クロックに、隣接するデスプレッドエレメント１０４又は１０６を使用することができ、
これは、全てのデータが出力されるまでであり、そしてそれは、拡散ファクタ＋ＰＮデス
プレッドインスタンス生成の数、に対応する数のクロック中に生じる。このメカニズムの
オペレーションを支配するＰＮコードは、値によりパラメータ化されるゴールドコードで
ある。別の実施形態では、他のＰＮコードが使用されてもよい。
【００３２】
　図５は、アクセスポイントの送信波形を復調するためにブロードキャストチャンネルの
タグモデム処理中に行われるオペレーションを示す。特定の実施形態に基づいて、付加的
なオペレーション、より少数のオペレーション又は異なるオペレーションが遂行される。
又、これらオペレーションは、ここに図示して説明するものとは異なるシーケンスで遂行
されてもよい。
【００３３】
　タグの初期パワーアップの際に、ブロードキャストチャンネルＰＮシーケンス（例えば
、特定のゴールドコード又は他のコードパラメータ）を除いて波形に関して知られたパラ
メータはない。更に、タグは、ＡＰとタグとの間の発振器バリアンスのためにＡＰとタグ
との間にどんな相対的周波数オフセットがあるか充分正確に知らないことがある。図５は
、ＡＰとタグとの間のパーツ・パー・ミリオン（ｐｐｍ）ドリフトの不確定性の範囲が調
査されるスキャニングモードを示す。オペレーション１５０において、タグがブロードキ
ャストチャンネルに同調できるように２つのスロットにわたって繰り返しがなされる。例
えば、処理は、スロットタイミングに対して非同期で開始することができる。仮説の一方
の半分の調査の間に、ブロードキャストチャンネルは、アクティブであり、そして仮説の
他方の半分の調査の間に、ブロードキャストチャンネルは、インアクティブとなる。第１
の繰り返しにおいて、非同期スタートポイントとの第１のスロットタイミングを使用して
全ての仮説を調査することができる。第１の繰り返しにおいてエネルギーが見つからない
場合には、第２の繰り返しが遂行される。第２の繰り返しでは、非同期スタートポイント
は、第１の繰り返しで使用された非同期スタートポイントから１つのスロットオフセット
を有することができる。従って、ブロードキャストチャンネルがアクティブである間に調
査される仮説は、ブロードキャストチャンネルがアクティブである間に調査することがで
きる。エネルギーが見つかると、タグは、ブロードキャストチャンネルに同調することが
できる。１つの規範的実施形態では、オペレーション１５０は、「コールド取得」に対す
るスタートポイントを表すことができる。オペレーション１５２では、粗い自動周波数制
御（ＡＦＣ）が初期化される。一実施形態では、この初期値は、－１０ｐｐｍオフセット
のような最も負の値にセットされる。オペレーション１５４では、ブロードキャストチャ
ンネルに対する既知のゴールドコード発生ＰＮシーケンスを使用して、所与の粗いＡＦＣ
仮説に対する全てのＣｘ４スペース仮説の非コヒレントなメトリックが計算される。例え
ば、拡散ファクタが２０４８の長さを有する場合には、８１９２の仮説に対する非コヒレ
ントなメトリックを計算することができる。
【００３４】
　オペレーション１５６及び１５８では、粗ＡＦＣ仮説がｐｐｍ範囲の終わりまでインク
リメントされる。各々の粗ＡＦＣ仮説に対し、図７に示すハードウェアを使用して、現在
仮説によって表される周波数オフセットをアンドゥする。ＰＮデスプレッドアレイを使用
して、８個の連続する記号のデスプレッド出力を発生する。或いは又、他の数の記号を使
用してもよい。次いで、これら８個の記号の非コヒレントな和が計算される。Ｎ個（一実
施形態では８個）のトップメトリックのセットが、それに関連したパラメータと共に、デ
ータ構造体に維持される。図５のフローチャートに示すように、チップｘ４の解像度にお
いて全てのタイミング仮説に沿った発振器ｐｐｍ不確実性の全範囲が調査され、勝者（即
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ち、有効なもの）がデータ構造体に表示されることが期待される。最も有効な仮説と共に
、著しいエネルギー蓄積がまだ存在する粗ＡＦＣ周波数仮説、及びノイズバリアンスのた
めに異常に大きなメトリックを発生した完全に無効の仮説の付近では、一般的に、マルチ
経路反射が少なくなる傾向がある。
【００３５】
　各粗ＡＦＣに対する全てのチップｘ４タイミング仮説の非コヒレントなメトリックをデ
ータ構造体へ通信することができる。オペレーション１６０では、データ構造体は、最も
大きな非コヒレントメトリック（例えば、粗ＡＦＣ値、チップｘ４タイミング仮説、非コ
ヒレントなメトリック値）を追跡する。オペレーション１６２において、Ｎ個の専用フィ
ンガーに「ファイナリスト」が指定される。各フィンガーは、チップｘ４タイミング値と
、ＰＮデスプレッドアレイを支配する現在の粗ＡＦＣ仮説とは独立した粗ＡＦＣ仮説とに
よって独特にパラメータ化される。最初は、フレームタイミングが未知であるから、専用
フィンガーにより出力される各デスプレッド記号は、フレームにおいて最後であると仮説
される。従って、オペレーション１６４及び１６６に示すように、バッファされた２５６
個の記号は、差動的復調と、一定の複素数値による乗算に基づく付加的な１組の繰り返し
とを受けて、微ＡＦＣ修正を遂行する。オペレーション１６４の出力は、各専用フィンガ
ーからの複素数クロス積となる。オペレーション１６６では、（微ＡＦＣ仮説により決定
される）一定の複素数ローテーションによる記号ごとの乗算を、仮定した情報フレームに
繰り返し適用して、複素数ローテーション一定値のどの選択（もしあれば）が、繰り返し
冗長チェック（ＣＲＣ）をパスするフレームを露出させるか決定することができる。これ
は、仮説ごとに繰り返し冗長チェック（ＣＲＣ）が遂行されるブルートフォースオペレー
ションである。有効なＣＲＣに対して、信号からのペイロードをＭＡＣに送信することが
でき、ネットワークパラメータは、既知であると考えることができる。
【００３６】
　オペレーション１６８では、他のスロットタイミング仮説が試みられる。１つの規範的
実施形態では、最も首尾良いＣＲＣに関連した粗ＡＦＣ仮説は、名目上のスタートである
粗ＡＦＣ仮説となる。粗ＡＦＣ仮説の全範囲が調査されると、タグは、将来のトランザク
ションに使用される関連状態情報であるＮｏｍｉｎａｌ＿Ｃｏａｒｓｅ＿ＡＦＣと称する
変数に注目し、これは、粗ＡＦＣ仮説サーチの範囲を著しく狭める。というのは、発振器
ｐｐｍ偏差の部分対部分変化が１分程度のコースにわたって発振器ドリフトより非常に大
きなものとなるからである。
【００３７】
　図６は、当該状態情報が既知であるウォームスタートからの専用チャンネルのタグ処理
において遂行されるオペレーションを示す。例えば、フレームタイミングが既知であり、
粗ＡＦＣ仮説の非常に厳格な範囲を調査することができる。モデムは、その処理を充分早
期に開始し、９記号のプリアンブルが終わる前に有効なフィンガー指定がなされるように
する。或いは又、他の数の記号を使用してもよい。
【００３８】
　オペレーション２００では、フレームタイミングが既知であるから、２スロットタイミ
ング仮説を繰り返す必要がない。ブロードキャストチャンネルを使用するのではなく、専
用チャンネルが使用される。オペレーション２０２では、粗ＡＦＣ仮説がスキャニングさ
れる。１つの規範的な実施形態では、最後にアクセスされて以来の僅かな周波数ドリフト
を考慮するために小さな範囲にわたって粗ＡＦＣ仮説をスキャニングすることができる。
オペレーション２０４において、タグに独特の既知のゴールドコード発生ＰＮシーケンス
を使用して、全てのチップｘ４スペース仮説に対する非コヒレントなメトリックが計算さ
れる。オペレーション２０６及び２０８では、小さなｐｐｍ範囲の終わりまで粗ＡＦＣ仮
説がインクリメントされる。オペレーション２１０では、データ構造体は、最も大きな非
コヒレントメトリック（例えば、粗ＡＦＣ値、チップｘ４タイミング仮説、非コヒレント
なメトリック値、等）を追跡する。オペレーション２１２では、データ構造体に基づいて
専用のフィンガーが指定される。オペレーション２１４では、現在のＤＢＰＳＫ及び以前
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のＤＢＰＳＫを使用して記号クロス積が生成される。オペレーション２１４の出力は、各
専用フィンガーからの複素数クロス積である。オペレーション２１６では、フレームがイ
ンターリーブされ、デコードされる。有効なＣＲＣに対して、ペイロードを媒体アクセス
制御（ＭＡＣ）レイヤへ送信することができる。オペレーション２１８では、他のスロッ
トタイミング仮説が試みられる。１つの規範的実施形態では、最も首尾良いＣＲＣに関連
した粗ＡＦＣ仮説は、名目上のスタートである粗ＡＦＣ仮説となる。
【００３９】
　図７は、規範的実施形態によるタグの復調処理を示すタグ受信データ経路である。図示
されたように、１ビットの複素数サンプルがサンプルバッファ２２０にバッファされて、
有効エネルギーを確実に検出するに充分なデータが提示されるようにする。サンプルバッ
ファブロック２２０には規範的な値が与えられる。例えば、一実施形態では、９個の記号
がバッファされる。別の実施形態では、他の値が使用されてもよい。サンプルは、Ｉチャ
ンネル及びＱチャンネルから、チップｘ２又は２ＭＨｚの同期サンプルレートでこのピン
ポンバッファスキームへ入力される。或いは又、他のレートが使用されてもよい。高速非
同期クロックにおいて、これらのサンプルを使用して、種々の粗ＡＦＣ仮説を調査する。
現在の粗ＡＦＣ仮説に基づき、チップｘ４の解像度で時間追跡が行われる。ＡＰ及びタグ
の両方でキャリア周波数及びサンプルクロックの両方を駆動するのに同じタイミング基準
が使用されるので、既知のキャリア周波数を伴う粗ＡＦＣ仮説は、既知の時間追跡レート
へ独特にマップすることができる。
【００４０】
　サンプルバッファ２２０は、Ｉチャンネル及びＱチャンネルを経て通信信号を受信する
。これら信号は、時間追跡ロジック２２２及び専用フィンガー２３４へ送信される。又、
時間追跡ロジック２２２は、粗ＡＦＣ仮説も受け取り、又、ロジック２２２は、チップｘ
４パリティで０にリセットされる。時間追跡ロジック２２２は、２つのブロックを有する
ことができ、その一方は、偶数のチップｘ４パリティに対してカウンタが０に初期化され
るものであり、その他方は、奇数のチップｘ４パリティに対してカウンタが中間レンジ（
即ち、２＾２５）に初期化されるものである。時間追跡ロジック２２２の出力は、仮想チ
ップｘ４位相が適用されるブロック２２４に与えられる。又、ブロック２２４は、取得状
態マシンからパリティを受け取ることもできる。自動周波数制御（ＡＦＣ）ローテーショ
ンロジック２２６がブロック２２４の出力に適用される。
【００４１】
　図８は、図７を参照して説明した時間追跡ロジック２２２の２つのブロックの規範的な
実施形態である。ストリーム２５０は、偶数チップｘ４パリティをもつ通信流である。ス
トリーム２５２は、奇数チップｘ４パリティをもつ通信流である。図８は、各異なる陰影
が異なるチップｘ４スペースシーケンスを表す時間追跡オペレーションを示す。サンプル
は、どの現在ＡＦＣ仮説が調査されているかに直接依存するレートに、サンプルレートと
キャリア周波数との間の既知の比を乗算したもので、挿入されるか又は繰り返される。こ
れは、ロックされたクロック仮定として使用されて、二次元スペースを単一次元へ減少す
ることができる。示された値Ｎは、充分な時間追跡精度を許すためにブックキープされる
断片的コンポーネントである。４つの考えられるチップｘ４位相の特定のパリティが所与
の時間に選択される。それにより得られるチップレートシーケンスは、次いで、図９に示
すように、１ビットデータ経路でデローテートされる。
【００４２】
　図９は、所与の時間に４仮想チップｘ４位相２２４の１つにおいて動作する図７のＡＦ
Ｃ(自動周波数制御)ローテーションロジック２２６の機能を示す。図９は、１ビットデロ
ーテーション(derotation)メカニズムを示す。このデローテーションメカニズムは、仮定
された粗ＡＦＣ仮説に対して受信器と送信器との間の相対的なキャリアドリフトによるＡ
ＦＣローテーションをアンドゥするように設計される。それが１ビット変換（上述した真
理値表により示された）であるために、プロセスの９０°の解像度は、相対的な発振器オ
フセットからのＡＦＣドリフトによる位相の値の連続体に対して±４５°である。
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【００４３】
　又、ＡＦＣローテーションロジック２２６は、粗ＡＦＣ仮説を入力として受け取ること
ができる。ＰＮデスプレッドアレイ２２８（図７）は、チップスペース仮説に対してその
デスプレッドオペレーションを遂行する。ＰＮデスプレッドアレイ２２８は、現在の粗Ａ
ＦＣ仮説、タイミングパリティ、タイミング位相、拡散ファクタ、及び／又はゴールドコ
ード選択を入力として受け取ることができる。所与の記号に対して値が出力されるときに
、優れたメトリック信頼性のために和が非コヒレントに累算され、連続和が非コヒレント
な累算バッファ２３０に記憶される。バッファのサイズは、デスプレッドエレメントの数
に基づく。規範的な実施形態では、ＰＮデスプレッドアレイ２２８は、２５６個のデスプ
レッドエレメントを有し、サンプルバッファを通過することで、２５６個の仮説に対する
非コヒレントなメトリックが完了するようにしている。或いは又、他の数のデスプレッド
エレメントが使用されて、他の数の仮説に対してメトリックが完了するようにされてもよ
い。タグの送信電力制御及びＡＰへの電力制御フィードバックに信号対雑音比（ＳＮＲ）
メトリックが使用される。最も大きなメトリックを伴う仮説がトップＮの経路データ構造
体２３２に記憶され、これは、専用フィンガー２３４の指定を制御するのに使用される。
トップＮ経路は、タイミング仮説、タイミングパリティ、粗ＡＦＣ仮説、等を含むＮ個の
レコードである。
【００４４】
　図１０は、専用の通信フィンガーを示す。各専用フィンガーは、フィンガー指定のパラ
メータの一部分としてセットされたチップｘ４セレクタ２６０でチップｘ４サンプルの４
つの位相の各々にアクセスすることができる。各フィンガーは、それ自身の専用のＰＮジ
ェネレータ２６２と、逆拡散するのに使用されるＡＦＣジェネレータ２６４とを有してい
る。専用のフィンガーは、粗ＡＦＣ仮説、そのチップｘ４タイミング位相、時間追跡レー
トの従属変数に基づいて記号アキュムレータ２６６へ累算を行い、次いで、複素数の変数
、各拡散ファクタ、クロックの数を出力する。又、図７を参照して述べた専用のフィンガ
ー２３４は、サンプルバッファ２２０からの入力、及びＰＮコード選択を受け取ることも
できる。
【００４５】
　再び、図７を参照すると、専用のフィンガー２３４からの出力は、ビット巾スクイザー
２３６を通過し、これは、性能を犠牲にすることなくフレームバッファ２３８に効率的に
記憶するためにビット巾を減少する。ビット巾スクイザー２３６からの出力は、フレーム
バッファ２３８へ送られ、これは、一般的なケースについて、２５６記号フレームを、そ
の現在記号がフレームの最後の記号であるかのように処理することのできる円形バッファ
メカニズムである。フレームタイミングが既知であるときに、このメモリ構造体は、既知
の最終記号をもつフレームの特定の処理をサポートすることができる。
【００４６】
　フレームバッファ２３８は、仮説されたフレームを受信チェーンの残り部分へ出力する
。クロス積乗算ブロック２４０は、現在記号と、Ｄ－ＢＰＳＫ復調のための従来のメトリ
ックである以前の記号の複素共役との乗算を遂行する。残留周波数ドリフトは、Ｄ－ＢＰ
ＳＫコンステレーションを固定位相だけローテーションさせる。微ＡＦＣ乗算ブロック２
４２の役割は、ブルートフォース解決策を行い、考えられる異なる位相回転を試みて、少
なくとも１つの微ＡＦＣ仮説が、デインターリーバー及びビタビデコーダー２４４を通過
するときに、有効なＣＲＣを発生するようにする。又、微ＡＦＣ乗算ブロック２４２は、
微ＡＦＣ仮説を入力として受け取ることができる。デインターリーバー及びビタビデコー
ダー２４４からの出力は、ＣＲＣチェッカー２４６に与えられる。ＣＲＣが有効である場
合には、ペイロードがＭＡＣレイヤまで送られる。
【００４７】
　図１１は、アクセスポイント受信処理中に遂行される規範的オペレーションを示す。実
施形態に基づき、付加的なオペレーション、より少数のオペレーション又は異なるオペレ
ーションを遂行することができる。これらオペレーションは、ここに述べるものとは異な
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る順序で遂行することもできる。ＡＰは、ブルートフォースオペレーションを遂行して、
全ての考えられるチップｘ２タイミング仮説、拡散ファクタ、及び拡散ファクタ内のアク
セススロットをチェックする。これは、タグによる不整合アクセスを許す。好都合なこと
に、ＡＰは、フレームタイミング及びＡＦＣキャリア基準のマスターである（全てのタグ
は、ＡＰのタイミングを満足するようにそれらのキャリアドリフト及びサンプルクロック
の両方を補償できる）ので、ＡＰの処理負担が劇的に減少される。というのは、ＡＰは、
粗ＡＦＣ仮説又は未知のフレームタイミングの次元を調査する必要がないからである。
【００４８】
　図１１のフローチャートは、考えられる全てのチップｘ２タイミングオフセット、セッ
ト［８１９２、４０９６、・・・６４］からの拡散ファクタ、及び最大値より小さい拡散
ファクタに対するアクセススロット番号に対する繰り返しの順序の一例を示す。次いで、
ＡＰは、タグが遂行する同様の微ＡＦＣサーチを遂行して、最後のトランザクション以来
、タグ及びＡＰのタイミングソース間の少量の周波数ドリフトが発生するのを許す。全て
の有効なＣＲＣがＭＡＣレイヤまで通される。図１１のフローチャートは、多次元スペー
スのサーチを示す。最も外側のループでは、考えられる全ての拡散ファクタがサーチされ
る。規範的実施形態では、８個の拡散ファクタがある［６４、１２８、２５６、５１２、
１０２４、２０４８、４０９６、８１９２］。或いは又、他の拡散ファクタ、及び／又は
他の数の拡散ファクタが使用されてもよい。第２のループでは、所与の拡散ファクタに対
する考えられる全てのサブスロットがサーチされる。例えば、６４チップ拡散ファクタに
対して１２８個の考えられるサブスロットがあり、又、８１９２チップ拡散ファクタに対
して単一の縮退サブスロットがある。第３のループでは、所与のサブスロット内の考えら
れる全てのチップｘ２タイミング位相がサーチされる。以下に詳細に述べるように、図１
１において種々のループが矢印で示されている。
【００４９】
　オペレーション２７０では、１つの粗ＡＦＣ値が使用される。規範的な実施形態では、
１つの粗ＡＦＣ値は０である。というのは、タグにより補償が行われるからである。オペ
レーション２７２では、最も大きな拡散ファクタ（例えば、８１９２）がスタートポイン
トとして使用される。別の実施形態では、最も大きな拡散ファクタが８１９２より大きく
ても小さくてもよい。オペレーション２７４では、拡散ファクタ内でアクセススロットが
処理される。このプロセスは、８１９２個の拡散ファクタがある場合には縮退となる。オ
ペレーション２７６では、現在拡散ファクタにおいて全てのチップｘ２スペース仮説に対
して逆拡散が行われる。例えば、拡散ファクタが８１９２の長さを有する場合には、１６
３８４回のデスプレッドオペレーションが行われる。拡散ファクタがフレームバッファ数
（例えば、２５６）未満でない限り全てのエレメントに対して逆拡散が行われる。オペレ
ーション２７８では、拡散ファクタが半分に減少され、処理が続けられる。オペレーショ
ン２８０では、拡散ファクタが６４に減少されたかどうかの決定がなされる。別の実施形
態では、他の所定値が使用されてもよい。拡散ファクタが６４（又は他の所定値）に減少
されない場合には、オペレーション２７６において処理が続けられる。拡散ファクタが６
４に減少された場合には、システムは、オペレーション２８２において次のサンプルバッ
ファがいっぱいになるのを待機する。オペレーション２８２において次のサンプルバッフ
ァがいっぱいになると、制御は、オペレーション２７２へ復帰する。オペレーション２８
４において、デスプレッドエレメントのフレームバッファが得られる。規範的な実施形態
では、ＰＮデスプレッドアレイにより単一パスから２５６個の記号が出力された後にフレ
ームバッファが完了となる。一実施形態では、２５６段のＰＮデスプレッドアレイに対し
て、２５６個の記号を各々有する２５６個のタイミング仮説がパススルーで発生される。
別の実施形態では、ＰＮデスプレッドアレイは、より多数の段を有してもよいし、より少
数の段を有してもよい。現在デスプレッドＤＢＰＳＫ記号と以前の記号とのクロス積がオ
ペレーション２８６において計算される。一実施形態では、クロス積は、２５６個までの
フレームに対して２５６個の記号を含む。或いは又、他の数の記号及び／又はフレームが
使用されてもよい。オペレーション２８８では、現在フレームがＡＦＣ仮説に基づいてデ
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コードされ位相乗算される。オペレーション２９０では、ＣＲＣがチェックされ、そして
有効なＣＲＣに対して、ペイロードが物理的レイヤ（ＰＨＹ）から媒体アクセス制御（Ｍ
ＡＣ）まで送られる。例えば、ＣＲＣは、２５６デスプレッドアレイのパスごとに微ＡＦ
Ｃ仮説の数に２５６を乗じた回数、チェックされる。所与のスロットに対するプロセスが
完了すると、ブロック２８２からブロック２７２への矢印で示すようにその後のスロット
に対してプロセスが遂行される。
【００５０】
　図１２は、アクセスポイント（ＡＰ）受信データ路を示す。タグとは異なり、最も大き
な拡散ファクタにおける全フレームがサンプルバッファ３００にピンポンバッファスキー
ムで記憶される。このバッファスキームは、実質的な量のメモリ（例えば、１６．８Ｍビ
ット）であり、少なくとも１つの実施形態では、専用のオフチップメモリ装置に記憶され
る。サンプルバッファブロック３００は、規範的な値を含む。別の実施形態では、他の値
が使用されてもよい。タグとは異なり、時間追跡ロジック及びＡＦＣローテーションロジ
ックは、使用されない。というのは、ＡＰがマスター時間基準だからである。サンプルバ
ッファ３００は、フレームをＰＮデスプレッドアレイ３０２へ送り、このアレイは、上述
したブルートフォーステストを遂行することができる。ＰＮデスプレッドアレイ３０２は
、２５６個のデスプレッドエレメントを含む。或いは又、他の数のデスプレッドエレメン
トを使用してもよい。又、ＰＮデスプレッドアレイ３０２は、現在タイミングパリティ（
これは、解像度がチップｘ２だけでもよい）、仮説位相、及び／又は拡散ファクタを入力
として受け取ることができる。ＰＮデスプレッドアレイ３０２からの出力は、ビット巾ス
クイザー３０４へ送られる。このビット巾スクイザー３０４は、フレームのサイズを減少
し、これは、次いで、フレームバッファ３０６へ送られる。フレームバッファブロック３
０６は、規範的な値を含む。別の実施形態では、他の値を使用してもよい。実施形態に基
づいて、フレームバッファ３０６は、専用のオフチップメモリ装置に記憶されてもよい。
システムの残り部分は、タグの受信処理と同様であり、微ＡＦＣ仮説が繰り返され（オペ
レーション３１０及び３１２）、有効ＣＲＣを伴う全てのペイロードがＡＰのＭＡＣまで
送られる（オペレーション３１４及び３１６）。非コヒレントな累算３０８を使用して、
タグへの送信電力制御フィードバックに使用するための信号強度のようなＳＮＲメトリッ
クを決定する。
【００５１】
　図１３は、タグからＡＰへのデータ転送を生じる２つの形式の対話を含む非同期の初期
タグ送信オペレーションを示す。例示及び説明のために、スロット３２０は、タグスロッ
トを表し、スロット３２２は、アクセスポイントスロットを表す。「コールドスタート」
は、タグが当該状態情報なしにシステムに入る場合であり、「ウォームスタート」は、タ
グがスロットタイミングや調査すべき微ＡＦＣ仮説の減少範囲のようなシステム情報を知
っている場合である。
【００５２】
　「コールドスタート」のシナリオでは、タグは、スロット非同期時点でシークアクセス
を開始する。図１３は、ＡＰがブロードキャストチャンネルを送信していないときにタグ
がそれを取得する試みを開始するときを示す（スロット１）。結局、タグの処理は、ＡＰ
がブロードキャストフレームを送信する時間中に有効な粗ＡＦＣ仮説を調査する。図１３
は、スロット２の間にこれが生じることを示している。この点において、非コヒレントな
エネルギーメトリックは、専用のフィンガーが正しいチップｘ４タイミング及び粗ＡＦＣ
仮説を調査するようにさせる。正しい仮説を伴うフィンガーは、各新たな記号をフレーム
の最後の記号として連続的に処理し、これらの仮説化フレームを、ＣＲＣチェックが欠陥
を指示する受信チェーンを通してプッシュする。スロット４の終わりに、ＣＲＣチェック
が成功を指示するときに有効なフレームタイミングが達成される。この点において、タグ
は、「ウォームスタート」に入るタグが有する同じ関連状態情報を有し、そして「ウォー
ムスタート」タグが受ける同じ処理を実行し続ける。
【００５３】
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　タグは、「コールドスタート」手順を通して遷移することにより、又は関連状態情報が
適切に維持される場合にはタグのウェイクアップ時に直接的に、スロット６に示した対話
に入る（ウォームスタート）。この点において、タグは、ブロードキャストフレームの受
け取った強度の測定を行い、この情報を使用して、タグがその後にスロット７において送
信する送信電力及び拡散ファクタを決定する。タグは、次のことに基づいてそのメッセー
ジを送信する。１）測定された受信ブロードキャストチャンネル信号強度を使用し、そし
てリンクを閉じるのに使用できる最小拡散ファクタであって、タグのオン時間を最短にし
且つ電力消費を最小にするのにベストである最小拡散ファクタを選択し；２）測定された
受信ブロードキャストチャンネル信号強度と、以前に選択された拡散ファクタとを使用し
て、タグは、ビット当たりエネルギー対スペクトルノイズ密度比（Ｅｂ／Ｎｏ）の非常に
類似した値で全てのユーザがＡＰにより受信されるところのＡＰにおける最適な受信条件
で送信を行い；３）最大拡散ファクタを除く全ての拡散ファクタに対して、スロットアク
セスパラメータｊをランダムに選択し；及び４）ＡＰにおける「衝突」が最小とされ且つ
各送信におけるランダムな選択でその後の送信機会に「衝突」を解消できるように０から
拡散ファクタ－１までチップオフセット値をランダムに選択する。
【００５４】
　スロット８及び９に間に、ＡＰは、スロット７の間に受信した全ての信号を処理し、そ
してスロット１０の間に肯定確認を返送する。ＡＰは、多数のＡＣＫを、ゴールドコード
により特徴付けされる単一チャンネルへと集合させるか、又は専用のゴールドコードチャ
ンネルを使用して専用メッセージをタグへ送信する。前者の方法は、チャンネルを指定す
るために何らかの登録手順（図示せず）を必要とすることに注意されたい。いずれの場合
にも、タグは、メッセージのプリアンブルを使用して、そのチップｘ４タイミングを更新
する。
【００５５】
　図１４は、スロットモードでのアクセスポイントとタグとの間の簡単な対話を示す。規
範的な実施形態では、この簡単な対話は、タグ及び比較的スタティックなチャンネルに対
するデータを含まない。例示及び説明の目的上、時間線３３０は、スロット中のタグ処理
を表し、時間線３３２は、スロット中のアクセスポイント処理を表す。システムの性質は
、低電力状態、即ち典型的に３２ｋＨｚである低電力低周波数結晶発振子を経てシステム
タイミングが維持される状態において、タグが考えられる最大の時間を費やすというもの
である。これをサポートするために、ＡＰが対話を開始する際の最大許容待ち時間が識別
される（即ち、これは、ＡＰアクションが保留であるかどうかをタグがチェックするため
に低電力状態へ入ったり出たりを繰り返すレートである）。図１４は、ＡＰがトランザク
ションの開始を希望するかどうかチェックするためにタグがその低電力状態から出るとい
う比較的簡単な対話を示す。これは、登録中にＡＰとタグとの間で合意したスロット位相
及びレートで生じる。
【００５６】
　タグは、典型的に、フレームタイミング及び粗ＡＦＣ仮説が厳格な範囲内で既知である
「ウォームスタート」に入る。タグは、受け取ったブロードキャストチャンネル電力の測
定を行う。図１４は、ＡＰとの最後の対話以来電力が著しく変化しない場合のシナリオを
示す。これは、ＡＰが送信した最後の送信電力／拡散ファクタがリンクを閉じるのに充分
であることを意味する。スロット３では、タグは、プリアンブルにおいて取得を試み、次
いで、その専用のゴールドコードを使用してフレームを復調する。典型的なシナリオは、
ＡＰが送信された情報をもたず、タグが直ちにスリープに戻るというものである。
【００５７】
　図１５は、規範的な実施形態によるアクセスポイントとタグとの間のデータの転送及び
動的に変化する伝播を含む更に複雑な対話を示す。例示及び説明の目的上、時間線３４０
は、スロット中のタグ処理を表し、又、時間線３４２は、スロット中のアクセスポイント
（ＡＰ）処理を表す。ここで、ＡＰは、送信すべき情報を有し、そして最後のＡＰトラン
ザクション以来、チャンネルの伝播が著しく変化している。現在ブロードキャストチャン



(22) JP 2011-519501 A 2011.7.7

10

20

30

40

50

ネル電力測定が変化しており、タグは、前回と同じ送信電力／拡散ファクタで送信した場
合に、その後の送信が適切でないことを知っている。従って、タグは、図１３に示すプロ
トコルを使用して、再登録メッセージを送信し、現在チャンネル条件に適した新たな送信
電力／拡散ファクタを使用するようＡＰに警告する。この新たな情報は、スロットＮ＋５
に生じるフレームの送信及び受信を支配する。タグは、首尾良い送信を指示するために図
１３のプロトコルにより支配される確認（ＡＣＫ）メッセージを発生する。ＡＣＫが首尾
良く受け取られた場合には、トランザクションが完了したとみなされる。さもなければ、
タグは、再送信を試みる。
【００５８】
　図１６は、どのようにしてタグを、メッシュネットワークであるマルチアクセス通信ネ
ットワークへと一緒に接続するかを示す。タグ３５０は、マイクロリピーター３５１への
通信リンクを有し、このマイクロリピーター自身は、他のマイクロリピーター３５２及び
３５３へ接続され、その後、アクセスポイント３５４へ接続される。これらエレメント間
の通信リンクは、上述した同じ通信プロトコルを使用する両方向性半二重リンクである。
通信は、タグ３５０において発信し、マイクロリピーター３５１へ送信され、更に、マイ
クロリピーター３５２及び３５３を通して順次に送信され、その後、アクセスポイント３
５４に到達する。又、通信は、アクセスポイントにおいて発信し、マイクロリピーター３
５３へ送信され、更に、マイクロリピーター３５２及び３５１を通して送信され、その後
、タグ３５０に到達する。これは、ネットワークシステムを使用してパケットをどのよう
に送信できるかの１つの例示に過ぎない。このネットワークシステムでは多数の他のトポ
ロジーが考えられる。一実施形態を設定するように具現化される正確なプロトコルは、Ｉ
ＥＥＥ８０２．１１、ＩＥＥＥ８０２．１６、他の工業規格プロトコル、又は別の用途の
ために設計された新たなメッシュプロトコルのような任意のメッシュプロトコルに基づく
ことができる。
【００５９】
　ネットワークにおける規範的な装置は、ネットワークの他の装置により使用される同じ
ＰＮコードであるが、信号がランダムタイミングオフセットを有するような所定の擬似ノ
イズコード（ＰＮコード）を使用して拡散される信号を受信する。信号は、別の装置に向
けて拡散されたペイロードデータを含むことができる。次いで、受信器及び送信器に結合
された装置のコントローラは、ネットワークの特性に基づいてペイロードデータの適当な
行先を選択することができる。その特性は、以下に述べるように決定されるシード値であ
る。選択されると、装置は、ペイロードデータをその選択された行先へ送信する。
【００６０】
　又、装置は、２つ以上の信号を受信した後にそれを送信する。第２の信号は、同じ装置
又は別の装置から受信される。この信号は、信号がランダムなタイミングオフセットを有
する所定の擬似ノイズコードを使用して拡散することもできる。信号は、別の装置に向け
て拡散された付加的なペイロードデータを含むことができる。装置は、ネットワークの別
の特性に基づいてペイロードデータの適当な行先を選択することができる。２つの行先が
同じであるときには、装置は、２つのペイロードを一緒にその行先へ送信することができ
る。
【００６１】
　ネットワークは、次の代表的な実施形態を通して動的に形成することができる。ネット
ワークの各装置は、シード値を有する。例えば、アクセスポイントは、０のシード値を有
する。その後の各々の装置は、それがアクセスポイントから離れた接続の数に等しいシー
ド値を有する。例えば、図１６において、マイクロリピーター３５３は、アクセスポイン
ト３５４から１つの接続だけ離れており、従って、１に等しいシード値を有し、マイクロ
リピーター３５１は、アクセスポイント３５４から３つの接続だけ離れており、従って、
３に等しいシード値を有する。
【００６２】
　各マイクロリピーター及びアクセスポイントは、ブロードキャストチャンネルにおいて
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送信を行うことができる。最初、アクセスポイントのみがブロードキャストチャンネルで
送信している。各マイクロリピーターがネットワークに関連しているので、マイクロリピ
ーターは、ブロードキャストチャンネルを他の装置へ送信することができる。例えば、図
１６では、アクセスポイント３５４及びマイクロリピーター３５３、３５２、３５１は、
全て、ブロードキャストチャンネルにおいて送信することができる。というのは、それら
がネットワークに関連しているからである。各装置のシード値は、ブロードキャストチャ
ンネルを経てメッセージにおいて送信される。次いで、装置は、シード値を含む通信信号
を、ブロードキャストチャンネルを経て受信する。従って、関連性のないマイクロリピー
ターは、受け取ったシード値に基づくシード値に対してそれ自身のシード値を選択するこ
とができる。
【００６３】
　図１７は、特定のマイクロリピーターをどのようにネットワークに関連付けることがで
きるかを示す。マイクロリピーター３６０は、ブロードキャストチャンネルを聴取するこ
とにより関連付けプロセスを開始する。このエリアには、マイクロリピーター３６１、３
６２、３６３、３６４及び３６５もある。アクセスポイント３６６も近くにある。マイク
ロリピーター３６０が受信できる最も強いリンクは、リンク３６７である。図示された他
のリンクも、マイクロリピーター３６０により受信することができる。マイクロリピータ
ー３６０は、最初、リンク３６７である最も強い受信信号を取得する傾向がある。上述し
たようなプロセスを通して、マイクロリピーター３６０は、フレームタイミングと、ネッ
トワークタイミングからの相対的基準結晶偏差とを得る。マイクロリピーター３６０は、
それが可能な全ての他のリンクを取得するために受信モードにスイッチする。マイクロリ
ピーター３６０は、あるスレッシュホールドに対して最低のシードをもつマイクロリピー
ターを選択することができる。マイクロリピーター３６０は、受信リンクの電力測定のよ
うな他のファクタを使用して、どのマイクロリピーターを選択すべきか決定する。
【００６４】
　マイクロリピーター３６０は、それが他のマイクロリピーターのどれに関連付けられる
か決定すると、リンク３６８を経て関連付けを許すためにマイクロリピーター３６２へ送
信を行う。次いで、マイクロリピーター３６２は、関連付けを承諾するように応答する。
マイクロリピーター３６０は、ここで、新たに関連付けられたマイクロリピーター３６２
から承認を受け取る。
【００６５】
　関連付けが承認されると、マイクロリピーター間で他のメッセージを送信することがで
きる。低い数値のシード値をもつマイクロリピーターは、タイミングの保持、周波数補償
、送信電力レベル、自動周波数制御（ＡＦＣ）、及びネットワークを通してのサンプルタ
イミング補償の一貫性に必要なものを含めて、種々のメッセージを、高い数値のシード値
をもつマイクロリピーターへ送信する。例えば、図１７では、マイクロリピーター３６２
は、ＡＦＣ補償メッセージをマイクロリピーター３６０へ送信することができる。全ての
マイクロリピーターは、それに関連したマイクロリピーターからの適当な電力制御送信に
対して制御メッセージを送信する。マイクロリピーター３６２及び３６０は、両方とも、
互いに電力制御送信を送信することができる。上流のマイクロリピーターからの１つ以上
の連続メッセージを受信し損なうと、マイクロリピーターを取得モードへ戻すようにトリ
ガーし、別のマイクロリピーターと関連付けする要求を送信し、そして関連付けすべき異
なるマイクロリピーターを潜在的に見つけるようにする。マイクロリピーター３６０は、
マイクロリピーター３６２からのある数の連続メッセージの受信を停止した場合に、取得
モードへ戻り、潜在的に異なるマイクロリピーターと関連付けする。マイクロリピーター
は、ネットワークに関連付けられると、ブロードキャストチャンネルを経て送信を行い、
他のマイクロリピーター又はタグを含むネットワークに加わるよう求めている他の装置へ
それ自身のシードを宣伝する。マイクロリピーターによりブロードキャストされるメッセ
ージは、そのマイクロリピーターがネットワーク編成に利用できるかどうかをできるだけ
多くの装置が決定できるようにするために設定ブロードキャスト電力にある。例えば、関
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連付けの後に、マイクロリピーター３６０は、ここで、ブロードキャストチャンネルを経
て送信を行い、ネットワークに加わることを求めている他の装置にそれ自身を宣伝する。
【００６６】
　タグから発信する上流通信は、各マイクロリピーターから、低いシード値を有するもの
に関連付けられたマイクロリピーターへ通される。例えば、図１６では、マイクロリピー
ター３５２は、タグ３５０で発生してマイクロリピーター３５１から受け取られたトラフ
ィックを、アクセスポイント３５４への途上にあるマイクロリピーター３５３へ通す。最
終的に、シード値１のマイクロリピーターがメッセージをアクセスポイントへ送信する。
マイクロリピーター３５３は、タグ発生トラフィックをアクセスポイント３５４へ通す。
タグは、高いシード値のマイクロリピーターとの通信を生じるとしても、バッテリ寿命を
セーブするために最低の送信電力しか要求しないマイクロリピーターと通信する。タグ３
５０は、マイクロリピーター３５２又は３５１のいずれかと通信することができるが、タ
グ３５０は、マイクロリピーター３５１と通信するのに最低の送信電力しか必要としない
ことに基づきマイクロリピーター３５１と通信することを選ぶ。通信は、方向に関わらず
、行先のシード値に対応するゴールドコードを使用して送信される。
【００６７】
　下流通信は、各マイクロリピーターによりタグに近いマイクロリピーターへルーティン
グされる。マイクロリピーター３５３は、アクセスポイント３５４で発信してタグ３５０
に向けられたトラフィックをマイクロリピーター３５２へ通す。この情報は、タグからア
クセスポイントへの上流通信中にマイクロリピーターを以前に通過したデータ構造体に捕
獲される。多くの既知のルーティング方法は、本発明のもとで実施されるシステムに使用
することができる。１つのルーティング方法では、データ構造体における特定のルートの
エントリーが、装置の識別と、装置に通じる次の通信リンクのシード値との両方を含む。
マイクロリピーター３５３は、データ構造体にタグ３５０へのルートのエントリーを有す
る。又、データ構造体のエントリーは、装置がマイクロリピーターと直接通信するときに
注目する。マイクロリピーター３５１は、それがタグ３５０と直接通信することに注目す
る。ルーティングされるメッセージをパスするのに使用されるゴールドコードは、データ
構造体のエントリーに依存する。マイクロリピーターは、更に下流のマイクロリピーター
に対応するゴールドコード、又は装置に直接対応するゴールドコードのいずれかを使用し
て送信する。従って、マイクロリピーター３５１は、装置に直接対応するゴールドコード
を使用してタグ３５０と通信する。データ構造体において知らない装置について受信され
たメッセージは、上流に返送する必要がある。アクセスポイントが装置のレコードをもた
ないときには、アクセスポイントは、タグからのメッセージを待機するか、又はタグをシ
ークするブロードキャストチャンネルメッセージを直接発行する。
【００６８】
　マイクロリピーターへのタグ通信は、上述した直接的なタグ対アクセスポイントトポロ
ジーから本質的に不変である。タグが初期化のために使用するブロードキャストメッセー
ジは、マイクロリピーターのシードとは独立した合意したネットワーク規模のゴールドコ
ードを使用してブロードキャストされる。従って、タグ３５０は、ネットワークとの関連
付けを試みるときに、ネットワーク規模のゴールドコードを使用する。電力制御通信は、
上述したようにタグがアクセスポイントとで行うのと同様にマイクロリピーターとで行う
ことができる。
【００６９】
　ある環境のもとではタグ自身をマイクロリピーターとして動作させることが望まれる。
これを達成するために、タグは、その存在を他のタグに宣伝しそして隣接装置がピアとし
て通信に参加できるようにするブロードキャストチャンネルメッセージを送信する。従っ
て、タグ３５０がマイクロリピーターとして働く場合には、タグ３５０は、それ自身を他
のタグに宣伝するブロードキャストチャンネルメッセージを送信することができる。次い
で、２つのタグは、マイクロリピーター及びタグが通常機能する同じ仕方で機能すること
ができる。一実施形態では、タグは、ブロードキャストチャンネルメッセージを、時間の
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特定の割合のみで発行する。
【００７０】
　図１８は、規範的実施形態による取得プロセス中に遂行されるオペレーションを示すフ
ロー図及び時間線である。別の実施形態では、付加的なオペレーション、より少数のオペ
レーション、及び／又は異なるオペレーションを遂行することができる。更に、フロー図
の使用は、遂行されるオペレーションの順序を限定するものではない。時間４００’にお
いて、タグは、スリープ状態にある。時間４０５において、タグは、目覚め状態に入り、
プリアンブル処理を遂行することができる。例示的実施形態では、タグは、来るべき通信
事象の、少なくとも１つのワーストケース決定期間だけ前に、目覚め状態に入ることがで
きる。例えば、ワーストケース決定期間が５秒である場合には、タグは、通信事象の少な
くとも５秒前に、目覚め状態に入ることができる。一実施形態では、ワーストケース決定
期間は、いつタグがウェイクアップすべきかに対するタイミングドリフトも考慮すること
ができる。例えば、ワーストケース決定期間が３秒であり、ワーストケースタイミングド
リフトが１秒である場合には、タグは、タイミング及び周波数を決定するのに充分な時間
をもつよう保証するために、通信事象の少なくとも４秒前にウェイクアップする。又、ワ
ーストケース決定期間は、ワーストケースタイミングドリフトが与えられると、プリアン
ブルが到着できる最も早い時間にタグがウェイクアップするように、プリアンブルの到着
を考慮することもできる。別の例示的実施形態では、目覚め状態に入るのが、通信事象の
スタートに充分近くし（即ち、あまり手前でないようにし）、通信事象が開始するときに
識別されたタイミング及び周波数値が正確であるか又はほぼ正確であるようにする。
【００７１】
　プリアンブルの処理は、プリアンブル４１０、ブロードキャストチャンネル４１５及び
データチャンネル４２０を含むスロット型フレーム構造に関して遂行することができる。
プリアンブル処理は、オペレーション４２５に示されたように、サンプルバッファをプリ
アンブル４１０の少なくとも一部分で埋めることを含む。一実施形態では、サンプルバッ
ファに入れられるプリアンブル記号の数は、プリアンブルに、タイミングエラーをカバー
するための付加的な記号を加えた長さである。しかしながら、高い信号対雑音比（ＳＮＲ
）条件では、プリアンブル処理時間は、少ないプリアンブル記号（長さ２へダウン）をサ
ンプルバッファに収集することにより短縮することができる。高いＳＮＲが与えられると
、プリアンブル処理は、少数の記号を使用しても非常に正確である。充分な数の記号が受
け取られると、サンプルバッファをロックすることができる。
【００７２】
　プリアンブルの少なくとも一部分を取得すると、プリアンブル処理は、フィンガー累算
、差動バイナリー位相シフトキーイング（ＤＢＰＳＫ）及び相関も含み、これらは、オペ
レーション４３０において行われる。代表的な実施形態では、ＤＢＰＳＫプロセスからの
ソフト出力を既知のシーケンスに対して相関させることができる。相関が高度な相関を生
じる場合には、サーチが成功であり、そしてアクセスポイントのタイミング及び周波数を
決定することができる。高度な相関は、所定の標準、先天的プリアンブルサーチ、等に対
するものである。タイミング及び周波数が決定されると、タグは、スリープ状態に入り、
やがて、来るべき通信事象のために目覚め状態に入らねばならなくなる。
【００７３】
　一実施形態では、オペレーション４３０で行われるサーチ／決定は、スリープ状態の間
に僅かな量のドリフトが生じるという仮定のもとで狭い範囲のタイミングオフセット及び
／又は周波数オフセットに基づくものである。サーチは、タイミング及び周波数が同時に
決定される二次元サーチである。又、サーチは、公称タイミング値及び／又は公称周波数
値を中心とすることもできる。公称値は、通信事象の直前でドリフトが発生しないという
仮定に基づく。或いは又、他の公称値が使用されてもよい。
【００７４】
　オペレーション４３０からの相関結果がサーチ不成功となる場合には、タグは、スリー
プ状態に入らず、オペレーション４３５において拡張サーチが行われる。拡張サーチは、
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広い範囲のタイミングオフセット及び／又は周波数オフセットにわたって遂行することが
できる。拡張サーチが遂行されても、来るべき通信事象の前にサーチを完了させ及び／又
はスリープ状態へ戻すに充分な時間が依然ある。というのは、タグは、ワーストケースシ
ナリオをカバーするに充分なほど早く目覚め状態に入るからである。例示的実施形態では
、タグは、行われるサーチの大きさに関わりなくスリープ状態に入ることができるに充分
なほど早くウェイクアップすることができる。別の実施形態では、タイミング及び周波数
値が決定されるまで単一の連続的サーチを行うことができる。例えば、サーチは、公称値
を中心として、充分な相関が得られるまで外方に拡張することができる。どのようにサー
チを行うかに関わらず、サーチは、タイミング及び周波数が首尾良く決定されると終了す
ることができ、タグは、時間が許せば、スリープ状態に入ることができる。従って、タイ
ミング及び周波数の初期取得に続くスリープ状態の時間長さは、タイミング及び周波数を
取得するのに要する時間長さに依存する。スリープ状態により長い時間を費やすと、スリ
ープ状態中に引き出される電力は少ないので、付加的な電力／バッテリ保存が得られる。
オペレーション４３０及び／又はオペレーション４３５で行われたサーチの結果は、初期
タイミング値（又はオフセット）及び初期周波数値（又はオフセット）である。
【００７５】
　時間４４０において、タグは、通信事象のために目覚め状態に入る。オペレーション４
４５において、サンプルバッファは、プリアンブルの１つ以上の記号で埋められる。オペ
レーション４５０では、プリアンブル処理（又はサーチ）が行われる。初期タイミング値
及び初期周波数値を中心とするサーチは、迅速で省略されたサーチである。というのは、
初期タイミング値及び初期周波数値の決定以来、短い時間が経過するだけだからである。
その結果、初期タイミング値及び初期周波数値の決定に続くスリープ状態中に発生すると
予想されるドリフトは、全くないか、又は最小限である。この省略型サーチは、限定され
た範囲の周波数及びタイミング値にわたって行うことができる。或いは又、サーチは、初
期タイミング値及び初期周波数値を中心とし、実際のタイミング及び周波数値が決定され
るまで外方に拡張されてもよい。オペレーション４５５では、通信事象が行われる。
【００７６】
　図１８を参照して述べたプロセス及びオペレーションの結果として、タグのバッテリ寿
命を延長することができる。タグは、最小長さの時間、目覚め状態に留まり、最大長さの
時間、スリープ状態に留まるので、リソースが保存される。更に、タグは、環境変化又は
他のファクタにより生じるワーストケースドリフトシナリオの場合にも機能することがで
きる。しかしながら、ほとんどのケースにおいて、ドリフトは最小であり、取得は迅速に
達成できることが期待される。ここに述べるいずれの実施形態も、コンピュータ読み取り
可能な媒体に記憶されたコンピュータ読み取り可能なインストラクションとして具現化で
きることを理解するのが重要である。プロセッサにより実行するときには、コンピュータ
読み取り可能なインストラクションは、コンピューティング装置が、ここに述べる実施形
態を具現化するオペレーションを遂行するようにさせることができる。
【００７７】
　個々のタグの位置は、ネットワークにおける他の装置の位置を参照して決定することが
できる。図１９を参照すれば、規範的実施形態によりランダム位相マルチアクセスネット
ワークにおいてタグを探索する図が示されている。タグ４００は、その位置が決定される
装置である。タグ４００は、装置４０１、４０２、４０３及び４０４と通信する。装置４
０１、４０２、４０３及び４０４は、タグ４００と通信するように構成されたマイクロリ
ピーター、アクセスポイント、又は他のタグより成る。
【００７８】
　代表的実施形態において、装置４０１、４０２、４０３及び４０４は、レンジング要求
信号を送信するための送信器を含む。レンジング要求信号は、第１の所定の擬似ノイズ（
ＰＮ）コードを使用して拡散され、第１のランダムタイミングオフセットを有している。
装置４０１、４０２、４０３及び４０４は、レンジング応答信号を受信するための受信器
も含む。
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【００７９】
　タグ４００は、レンジング要求信号を受信するための受信器と、レンジング応答信号を
送信するための送信器とを備えている。レンジング応答信号は、第２の所定の擬似ノイズ
（ＰＮ）コードを使用して拡散され、第２のランダムタイミングオフセットを有している
。或いは又、装置及びタグは、それとは逆に構成することもできる。更に、第１の所定の
擬似ノイズ（ＰＮ）コード及び第２の所定の擬似ノイズ（ＰＮ）コードは、同じコードで
もよい。
【００８０】
　コントローラは、探索オペレーションを制御する。コントローラは、装置４０１、４０
２、４０３及び４０４、タグ４００、或いはマイクロリピーター、アクセスポイント又は
他のタグの一部分である。コントローラは、レンジング要求信号及びレンジング応答信号
を実際に送信及び受信する送信器及び受信器と同じ物理的装置の一部分である必要はない
。従って、コントローラは、装置及び／又はタグに物理的、電気的又は通信的に結合する
ことができる。コントローラは、多数の異なる装置のレンジング要求を制御することがで
きる。コントローラは、レンジング要求信号の送信をトリガーする。コントローラは、レ
ンジング応答信号の受信を待機し、伝播遅延を計算する。コントローラは、タグ又はアク
セスポイントにおける集積回路、或いはアクセスポイント又はサーバーにおけるソフトウ
ェアのような種々の仕方で具現化することができる。
【００８１】
　図２０は、規範的実施形態によりタグの位置を決定するのに使用される通信信号のタイ
ミングを示す図である。レンジング要求５１０の始めに、第１の装置は、レンジング要求
信号の送信をスタートする。第１の装置は、例えば、アクセスポイントである。第２装置
受信時間５２０において、伝播時間（Ｐprop）の後、第２の装置がレンジング要求信号の
受信を開始する。第２の装置は、例えば、タグである。或いは又、第１の装置がタグで、
第２の装置がアクセスポイントでもよい。要求期間５３０（Ｔbrr）の後に、第１の装置
がレンジング要求信号の送信を停止する。第２の装置におけるレンジング要求信号の受信
は、第２の伝播時間５４０（Ｔprop）の後に完了となる。応答遅延５５０（Ｄn,m）の後
であって、レンジング応答５６０の始めに、第２の装置は、第１の装置へのレンジング応
答の送信を開始する。第１装置受信時間５７０において、伝播時間（Ｔprop）の後、第１
の装置は、レンジング応答信号の受信を開始する。レンジング時間５８０（Ｔn,m）は、
レンジング要求５１０の開始から第１装置受信時間５７０までの時間である。伝播遅延Ｔ

propは、第１の装置から第２の装置までの距離に直接比例し、次の式で計算することがで
きる。
【数１】

【００８２】
　この伝播遅延計算は、この技術で知られた三角法計算技術に使用することができる。例
えば、伝播遅延は、光速（ｃ）を乗算して距離（ｄ）を得ることができる。異なる第１の
装置からの複数の読みを使用して、第１の装置を中心とする半径ｄの円を描くことができ
る。円は、ほぼ第２の装置の位置に交差する。計算は、装置が通信できるネットワーク内
のエンティティにおいて遂行することができる。例えば、計算は、タグ、マイクロリピー
ター、アクセスポイント、又は他のタグにおいて遂行することができる。更に、レンジン
グ要求信号及びレンジング応答信号の種々の属性を使用して、レンジング時間を決定する
ことができる。例えば、レンジング要求信号及びレンジング応答信号の開始及び終了の時
間を平均化することができる。
【００８３】
　応答遅延５５０（Ｄn,m）は、第２の装置がレンジング要求を処理するのに要する時間
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を含む。第２の装置がレンジング要求を処理するのに要する時間は、知ることができるか
、又はレンジング応答信号の一部分として第１の装置へ返送することができる。応答遅延
５５０（Ｄn,m）は、干渉又は衝突を回避するための特別な時間を含むこともできる。例
えば、応答遅延５５０（Ｄn,m）は、ランダム遅延を含むことができる。第２の装置は、
ランダム遅延を使用することができ、又は衝突が生じたときにランダム遅延を選択するこ
とができる。第２の装置は、第２の装置におけるランダム遅延の値を第１の装置へ送信す
る。ランダム遅延の値は、レンジング応答信号に含ませることができる。又、コントロー
ラは、第２の装置に対してランダム遅延を指定し又はシードとすることができる。
【００８４】
　同様に、応答遅延５５０（Ｄn,m）は、擬似ランダム遅延を含むことができる。第２の
装置は、擬似ランダム遅延を使用することができ、又は衝突が生じたときに擬似ランダム
遅延を選択することができる。第２の装置は、第２の装置における擬似ランダム遅延の値
を第１の装置へ送信する。擬似ランダム遅延の値は、レンジング応答信号に含ませること
ができる。
【００８５】
　更に、第１の装置は、レンジング要求信号を送信する前に第１装置遅延時間だけ遅延す
ることができる。この第１装置遅延時間は、第１の装置において生じる遅延、及び／又は
コントローラから第１の装置への遅延を含む。コントローラから第１の装置への遅延は、
コントローラ及び第１の装置が物理的に同じ装置の部分でない場合には顕著なものとなる
。第１装置遅延時間は、伝播遅延の計算に含ませることができる。
【００８６】
　第１装置遅延は、所定時間を含むことができる。この所定時間は、第１の装置又は第２
の装置の正しいアクセススロット又はサブスロットに対応する所定時間インターバルであ
る。又、所定時間は、伝播遅延の計算に含ませることができる。
【００８７】
　第１装置遅延は、干渉又は衝突を回避するために第１の装置がレンジング要求信号の送
信をスタートする前にランダム遅延を含むことができる。第１の装置は、ランダム遅延を
使用することができ、又は衝突が発生したときにランダム遅延を選択することもできる。
又、コントローラは、第２の装置の探索を試みる第１の装置のグループにランダム遅延を
指定し又はシードとすることもできる。ランダム遅延は、伝播遅延の計算に含ませること
ができる。
【００８８】
　同様に、第１の装置は、干渉又は衝突を回避するために第１の装置がレンジング要求信
号の送信をスタートする前に擬似ランダム遅延を待機することができる。第１の装置は、
擬似ランダム遅延を使用することができ、又は衝突が発生したときに擬似ランダム遅延を
選択することもできる。又、コントローラは、第２の装置の探索を試みる第１の装置のグ
ループに擬似ランダム遅延を指定し又はシードとすることもできる。擬似ランダム遅延は
、伝播遅延の計算に含ませることができる。
【００８９】
　図２１は、規範的実施形態による大容量システムにおける信号タイミングを示す図であ
る。各装置は、送信の前に異なる長さＤn,mの時間だけ遅延させる。マイクロリピーター
又はアクセスポイントが、レンジング要求を送信する前にある時間だけ遅延させる。或い
は、通信タグが、レンジング要求に応答する前にある時間だけ遅延させる。Ｄn,m遅延の
厳密な長さは、ランダムな時間長さであり、そして遅延された時間長さは、応答と共に含
まれる。或いは又、Ｄn,m遅延は、前もって決定されて各タグへ配布される擬似ランダム
時間長さである。この別のシステムでは、位置情報は、１つのセキュアな位置でしか計算
できない。
【００９０】
　位置が決定されるべきタグと、レンジング要求を発行する装置との間の各リンクを減感
させないことが重要である。高電力のレンジング要求送信が低電力のレンジング要求送信
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を圧倒する場合に減感が生じる。１つの考えられる解決策は、決定論的な設定パーティシ
ョンを使用することである。決定論的な設定パーティションでは、レンジング要求を発行
する各装置が多数のグループの１つへ分類される。特定グループの各装置は、そのグルー
プの他の装置が送信を行う間しかそのレンジング要求を送信しない。その後、別のグルー
プからの装置がそれらのレンジング要求を送信する。
【００９１】
　例えば、図１９において、タグ４００と装置４０３との間のリンクが、タグ４００と装
置４０４との間のリンクより弱いとする。決定論的な設定パーティションを使用すると、
装置４０１－４０４の各々は、異なるグループにある。従って、装置４０３は、装置４０
４とは異なる時間に送信を行い、その信号が装置４０４により圧倒されることはない。
【００９２】
　ある環境では、決定論的な設定パーティションは、１つのタグが同じグループ内の装置
としか通信できない状態を招く。このような状態では、同じグループ内の装置に第２のラ
ンダム化遅延ファクタを導入することができる。このランダム化遅延ファクタは、位置の
計算を遂行する装置へ送信される。或いは又、位置の計算を遂行する装置しか知らない擬
似ランダム遅延ファクタを使用して、位置決定オペレーションのセキュリティを改善する
ことができる。
【００９３】
　規範的実施形態の以上の説明は、本発明を例示するものに過ぎない。本発明は、ここに
開示する正確な形態に限定されるものではなく、上述した技術に鑑み、又は本発明を実施
することから、修正や変更が考えられる。本発明の原理及びその実際的な応用を説明し、
当業者が本発明を種々の態様で利用できるようにすると共に、意図された特定の用途に適
するよう種々の変更を加えて利用できるようにするために、前記実施形態が選択され説明
された。更に、１つ以上のフローチャートも使用した。フローチャートの使用は、オペレ
ーションが遂行される順序に関して限定することを意図していない。
【符号の説明】
【００９４】
　１０：アップリンク送信器
　１２、１４、１６、１８、２０、２２：ブロック
　１１０：ＰＮジェネレータ
　１１２：リセット信号
　１１４：デローテートされたデータ
　１１６ａ、ｂ、ｃ：遅延
　１１８ａ、ｂ、ｃ：カウンタ
　１２０ａ、ｂ、ｃ：カウンタ
　１２４ａ、ｂ、ｃ：遅延
　２２０：サンプルバッファ
　２２２：時間追跡ロジック
　２２４：４仮想Ｃｘ４位相
　２２６：ＡＦＣローテーションロジック
　２２８：ＰＮデスプレッドアレイ
　２３０：非コヒレントな累積バッファ
　２３２：トップＮ経路
　２３４：専用フィンガー
　２３６：ビット巾スクイザー
　２３８：フレームバッファ
　２４０：クロス積乗算
　２４２：微ＡＦＣ乗算
　２４４：デインターリーバー／ビタビデコーダー
　２４６：ＣＲＣチェッカー
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】

【図１６】 【図１７】
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【図１８】 【図１９】

【図２０】 【図２１】
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